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一
、
は
じ
め
に
―
「
致
富
の
構
造
」
の
三
本
柱

　

近
代
の
滋
賀
県
は
、
経
済
的
に
豊
か
な
地
域
で
あ
っ
た
。
滋
賀
県
は
も
と
も
と
交
通
の
要
衝
で
経
済
活
動
の
盛
ん
な
地
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
に
加
え
る
に
、
滋
賀
県
民
の
所
得
を
底
上
げ
し
、
滋
賀
県
民
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
た
経
済
活
動
と
し
て
、
次
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

①
高
い
土
地
生
産
性
と
市
場
で
高
く
評
価
さ
れ
た
米
穀
生
産
（
近
江
米
）
、
②
麻
布
、
浜
縮
緬
、
高
島
綿
縮
な
ど
広
範
に
展
開
し
た
地
場
産

業
（
農
家
サ
イ
ド
か
ら
は
農
間
余
業
・
農
閑
余
業
、
農
家
副
業
と
称
さ
れ
る
）
、
③
近
江
商
人
の
伝
統
の
も
と
米
穀
生
産
・
流
通
や
広
範
な

地
場
産
業
に
従
事
す
る
多
数
の
商
人
や
職
人
の
経
済
活
動
、
で
あ
る
。

　

第
一
の
米
穀
生
産
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
一
九
一
〇
年
の
生
産
額
を
み
る
と
、
滋
賀
県
総
生
産
額
の
う
ち
穀
類
が
四
八
％
を

占
め
て
い
た

（
１
）

。
明
治
期
に
滋
賀
県
経
済
の
中
軸
を
担
っ
た
の
は
、
米
穀
生
産
で
あ
っ
た
。
戦
前
期
滋
賀
県
の
土
地
生
産
力
（
単
位
面
積
当

た
り
収
量
）
は
高
く
、
府
県
別
に
み
て
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置
し
て
い
た
。
明
治
前
期
に
は
全
国
平
均
の
一
・
三
二
倍
（
全
国
順
位
第

二
位
）
の
高
い
土
地
生
産
性
を
示
し
て
い
る
。
か
つ
、
滋
賀
県
稲
作
の
収
穫
量
は
安
定
し
て
い
た
。
「
水
稲
反
収
の
フ
レ
」
（
変
動
係
数
）

の
小
さ
さ
に
お
い
て
、
滋
賀
県
は
全
国
第
一
位
の
安
定
度
を
示
し
て
い
た

（
２
）

。
滋
賀
県
の
米
穀
生
産
は
、
土
地
生
産
性
の
高
さ
と
収
量
の
安

定
性
に
お
い
て
、
理
想
的
な
姿
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、滋
賀
県
に
お
け
る
用
排
水
幹
線
改
良
事
業
に
よ
る
国
家
資
金
（
補

助
金
）
の
投
入
額
は
、
収
量
が
不
安
定
な
他
府
県
と
比
べ
る
と
格
段
に
小
さ
か
っ
た

（
３
）

。
国
家
へ
の
依
存
度
が
低
か
っ
た
の
で
あ
る
。

【
論
文
】
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米
穀
市
場
に
お
け
る
声
価
に
お
い
て
、
近
江
米
は
明
治
前
期
の
悪
評
を
乗
り
越
え
、
昭
和
初
期
に
は
大
阪
・
京
都
市
場
で
ト
ッ
プ
の
格

付
け
に
ま
で
駆
け
上
っ
て
い
る

（
４
）

。
声
価
向
上
に
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
八
八
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た
滋
賀
県
米
質
改
良
組
合

に
よ
る
産
米
改
良
で
あ
る
（
一
八
九
八
年
四
月
近
江
米
同
業
組
合
に
改
組
）
。
米
質
改
良
組
合
は
、
当
初
よ
り
生
産
検
査
・
移
出
検
査
を
導

入
し
、
米
質
改
良
（
品
質
、
調
整
、
乾
燥
、
俵
装
の
改
良
）
と
米
穀
の
標
準
化
に
取
り
組
ん
だ

（
５
）

。
そ
の
結
果
、
滋
賀
県
産
米
は
米
穀
市
場

で
高
い
評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
る

（
６
）

。
滋
賀
県
の
産
米
改
良
と
米
穀
検
査
（
生
産
検
査
・
移
出
検
査
）
は
全
国
に
先
駆
け
る
も
の
で
あ
り
、

滋
賀
県
は
同
業
組
合
組
織
に
よ
る
産
米
改
良
の
成
功
例
と
な
っ
た

（
７
）

。

　

ま
た
、
滋
賀
県
は
県
内
消
費
量
に
対
し
て
県
内
生
産
量
が
大
き
く
超
過
す
る
全
国
有
数
の
米
移
出
県
で
あ
っ
た
。
一
九
一
四
年
か
ら

一
九
一
六
年
の
年
平
均
移
出
量
で
み
る
と
、
滋
賀
県
実
収
穫
高
の
四
三
％
が
移
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
移
出
先
は
京
都
市
場
が
八
割
を
占

め
て
い
た

（
８
）

。
京
都
市
場
か
ら
み
る
と
、
大
消
費
地
・
京
都
の
消
費
量
の
三
分
の
二
は
近
江
米
で
あ
っ
た

（
９
）

。
以
上
の
よ
う
に
、
滋
賀
県
経
済

の
主
軸
で
あ
っ
た
米
穀
生
産
は
、
高
位
安
定
的
な
生
産
力
、
高
い
市
場
評
価
、
大
量
の
移
出
米
販
売
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

滋
賀
県
農
民
の
単
位
労
働
当
た
り
の
収
益
は
高
か
っ
た
。

　

近
代
滋
賀
県
経
済
の
特
徴
の
第
二
は
、
地
場
産
業
の
広
範
な
展
開
で
あ
る
。
養
蚕
、
生
糸
、
浜
縮
緬
、
麻
布
、
蚊
帳
、
木
綿
縮
、
真
綿
、

麦
稈
真
田
、
信
楽
陶
器
、
漆
器
、
藤
細
工
、
経
木
細
工
、
陶
器
、
漆
器
、
刺
繍
、
扇
子
、
扇
骨
、
銅
器
、
畳
表
、
茣
蓙
類
、
和
紙
、
綿
ネ

ル
、
莚
叺
、
竹
根
鞭
、
高
島
硯
や
日
野
椀
、
日
野
合
薬
、
近
江
牛
と
い
っ
た
多
く
の
地
場
産
業
が
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
生
産

額
が
大
き
く
、
従
事
者
が
多
か
っ
た
の
は
、
湖
北
の
絹
業
（
養
蚕
、
製
糸
、
絹
織
物
）
、
湖
東
の
麻
布
、
蚊
帳
、
湖
西
の
綿
織
物
（
綿
縮
）

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
麻
布
業
は
、
最
盛
期
の
明
治
中
期
に
は
、
従
業
者
が
一
万
二
〇
〇
〇
人
に
達
す
る
滋
賀
県
最
大
の
産
業
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
特
産
品
は
、
江
戸
期
以
来
、
近
江
商
人
の
有
力
な
持
下
品
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
地
場
産
業
の
広
範
な
展
開
は
、
近
江
商

人
の
商
業
活
動
を
支
え
た
も
の
で
あ
り
、
逆
に
近
江
商
人
が
麻
布
業
の
興
隆
を
支
え
て
い
た
。

　

第
三
に
注
目
す
べ
き
は
、
滋
賀
県
内
外
で
活
動
す
る
商
人
の
多
さ
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
米
穀
や
地
場
産
業
の
生
産
や
流
通
に
従

事
し
て
い
た
。
商
人
に
は
、
県
内
で
活
動
す
る
地
商
い
商
人
や
県
外
に
活
動
の
場
を
広
げ
た
持
下
商
人
・
行
商
人
が
い
た
。
近
代
滋
賀
県
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に
お
け
る
活
発
な
商
人
活
動
は
、
江
戸
期
以
来
の
伝
統
で
あ
る
。
滋
賀
県
の
特
徴
は
、
県
外
に
活
動
の
場
を
広

げ
た
商
人
た
ち
と
と
も
に
、
農
商
未
分
離
の
も
と
展
開
さ
れ
て
い
た
県
内
商
人
（
地
商
い
商
人
）
に
よ
る
活
発

な
商
業
活
動
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

質
量
と
も
に
高
い
米
穀
生
産
や
広
範
な
地
場
産
業
の
展
開
は
、
直
接
生
産
者
の
所
得
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
に
か
か
わ
る
商
人
・
職
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
、
県
民
所
得
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
貢
献

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
江
戸
期
以
来
の
近
江
商
人
の
活
発
な
経
済
活
動
を
礎
石
に
、
県
民
所
得
を

底
上
げ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
済
構
造
を
、
こ
こ
で
は
「
致
富
の
構
造
」
と
呼
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
江
戸

期
以
来
の
近
江
商
人
の
活
発
な
経
済
活
動
が
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
明
治
以
降
の
滋
賀
県
経
済
に
与
え
て
い
る

の
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
、
明
治
期
滋
賀
県
特
有
の
「
致
富
の
構
造
」
を
解
明
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し

た
い
。
そ
の
際
、
従
来
の
研
究
で
は
、
主
に
県
外
に
活
動
の
場
を
広
げ
た
近
江
商
人
（
持
下
商
人
）
に
注
目
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
県
内
で
活
躍
す
る
商
人
（
地
商
い
商
人
）
も
重
視
し
た
い
。

　
　

二
、
高
い
人
的
資
本
の
形
成

　

滋
賀
県
は
、
近
江
商
人
の
経
済
活
動
の
影
響
か
ら
、
識
字
率
が
非
常
に
高
く
、
近
代
経
済
発
展
の
黎
明
期
に

お
い
て
高
い
水
準
の
人
的
資
本
（
人
の
も
つ
能
力
、
技
能
、
知
識
な
ど
）
を
獲
得
し
え
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
識
字
率
を
み
て
お
こ
う
。

　

（
一
）
高
い
識
字
率

　

明
治
前
期
に
お
け
る
識
字
率
を
、
全
国
的
に
比
較
可
能
な
形
で
得
ら
れ
る
資
料
は
極
め
て
限
ら
れ
る
。
『
文

表1　滋賀県の識字率 単位：％

男 女 計 男 女 計 男 女 計
1877年 89.23 39.31 64.13
1887年 87.11 53.48 70.23 65.64 42.05 54.38 38.50 5.99 22.72
1888年 89.32 58.73 73.99 66.91 44.11 56.00 39.90 6.47 22.41
1889年 88.98 65.22 77.50 68.61 45.07 57.40 45.25 7.85 25.28
1893年 87.03 66.89 77.29

滋賀県 岡山県 鹿児島県

出典：八鍬友広「19世紀末日本における識字率調査」『新潟大学教育学部紀要. 人文・社会科学編』32 (1)、
1990年、18頁。原資料は『文部省年報』。
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部
省
年
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
識
字
率
調
査
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
複
数
年
に
わ
た
り
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
の
は
滋
賀
、
岡

山
、
鹿
児
島
の
三
県
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
最
も
長
い
期
間
の
識
字
率
が
分
か
る
の
は
滋
賀
県
で
あ
る
。
表
1
で
は
、
三
県
の
デ
ー
タ

を
揃
っ
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
一
八
八
七
年
、
一
八
八
八
年
、
一
八
八
九
年
と
滋
賀
県
の
最
初
（
一
八
七
七
年
）
と
最
後
（
一
八
九
三
年
）

の
識
字
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
識
字
率
は
、
管
内
の
六
歳
以
上
の
男
女
を
対
象
に
、
自
己
の
姓
名
を
自
記
し
え
る
も
の
の
割
合
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
確
認
で
き
る
の
は
、
滋
賀
と
岡
山
、
鹿
児
島
の
大
き
な
格
差
で
あ
る
。
男
女
計
を
み
る
と
、
滋
賀
県
の
識
字
率
は
三
分
の
二

か
ら
四
分
の
三
で
あ
る
が
、
岡
山
県
が
ほ
ぼ
半
分
、
鹿
児
島
県
は
四
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
滋
賀
県
が
飛
び
抜
け
て
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
男
女
別
に
は
、
ど
の
県
も
男
女
間
の
格
差
が
大
き
い
。
滋
賀
県
男
子
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
九
割
と
極
め
て
高
い
識
字
率
で
、
こ
れ
は

一
八
七
七
年
以
降
一
八
九
三
年
ま
で
九
割
前
後
と
変
化
が
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
滋
賀
県
女
子
は
、
一
八
七
七
年
三
九
％
か
ら
一
八
九
三

年
六
七
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
滋
賀
県
全
体
は
六
四
％
か
ら
七
七
％
へ
と
漸
増
し
て
い
く
が
、
こ
れ
は
女
子
の
識
字
率
向
上

が
寄
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
前
期
に
お
け
る
滋
賀
県
の
識
字
率
が
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

（
二
）
近
江
商
人
と
寺
子
屋

　

明
治
前
期
の
滋
賀
県
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
い
識
字
率
を
獲
得
し
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
有
力
な
要

因
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
江
戸
期
に
お
け
る
近
江
商
人
の
活
発
な
経
済
活
動
で
あ
る
。
第
一
に
、
商
人
に
と
っ
て
、
そ
も
そ
も
読
み
書
き

算
盤
が
で
き
な
い
と
仕
事
に
な
ら
な
か
っ
た
。
読
み
書
き
算
盤
や
地
理
の
初
等
教
育
は
、
他
国
稼
ぎ
の
近
江
商
人
に
と
っ
て
不
可
欠
な
最

低
限
の
ス
キ
ル
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
商
家
の
主
家
筋
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、
商
家
の
奉
公
人
に
と
っ
て
も
、
読
み
書
き
算

盤
や
地
理
の
知
識
が
不
可
欠
の
前
提
と
な
っ
た
。
第
二
に
、
滋
賀
県
少
年
た
ち
の
勉
学
意
欲
の
高
さ
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
の
大
阪
市
社

会
部
労
働
課
の
調
査
（
『
本
市
に
於
け
る
呉
服
店
員
の
生
活
と
労
働
』
）
は
、
近
江
商
人
伝
統
の
地
で
は
、
丁
稚
に
な
る
こ
と
は
小
学
校
卒

業
児
童
の
誇
り
で
、
成
績
優
秀
者
は
先
を
争
っ
て
丁
稚
奉
公
に
出
て
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
上
級
学
校
（
特
に
実
業
学
校
）
に
進
学
し
た
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と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
は
、
少
年
た
ち
の
強
い
勉
学
意
欲
に
つ
な
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

江
戸
期
に
お
け
る
読
み
書
き
算
盤
な
ど
の
ス
キ
ル
の
獲
得
は
、
ま
ず
は
、
家
庭
内
教
育
、
寺
子
屋
教
育
あ
る
い
は
そ
の
両
者
に
判
別
し

に
く
い
家
塾
的
個
人
教
育
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
期
に
は
、
武
家
や
商
家
、
村
役
人
層
の
農
家
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
農
家
や

職
人
で
も
家
庭
内
で
の
手
習
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
各
地
で
家
塾
的
個
人
教
育
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
加
え
て
、
寺
子
屋
が

あ
る
。
『
日
本
教
育
史
資
料
』
八
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
私
塾
寺
子
屋
表
」
に
よ
る
と
、
滋
賀
県
の
寺
子
屋
は
四
五
〇
で
あ
る
。
そ
の
郡
別

内
訳
（
一
郡
当
た
り
三
〇
校
以
上
の
郡
）
は
、
甲
賀
九
六
、
蒲
生
六
六
、
神
崎
六
二
、
犬
上
五
三
、
愛
知
三
七
、
伊
香
三
二
で
あ
る
。
蒲
生
、

神
崎
、
犬
上
、
愛
知
が
多
く
、
近
江
商
人
多
数
輩
出
地
域
と
の
重
な
り
は
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

滋
賀
県
の
寺
子
屋
教
育
の
特
徴
を
三
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、滋
賀
県
で
は
、
算
術
を
教
え
る
寺
子
屋
が
多
か
っ
た
点
で
あ
る
。

算
術
を
教
え
て
い
る
寺
子
屋
の
割
合
を
計
算
す
る
と
、
全
国
で
は
四
四
％
で
あ
る
が
、
滋
賀
県
は
五
四
％
で
あ
る
。
加
え
て
、
滋
賀
県
の

寺
子
屋
で
よ
く
使
わ
れ
た
教
材
は
、
『
商
売
往
来
』
や
地
名
集
で
あ
っ
た
。
『
商
売
往
来
』
や
地
名
・
村
名
は
、
他
国
稼
ぎ
の
近
江
商
人
に

と
っ
て
必
須
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
寺
子
屋
経
営
者
に
僧
侶
が
多
か
っ
た
点
で
あ
る
。
寺
子
屋
経
営
者
に
占
め
る
僧
侶
の
割
合
は
、
全
国
一
六
％
で
あ
っ
た
が
、

滋
賀
県
で
は
四
一
％
と
倍
以
上
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。
檀
家
の
子
弟
が
檀
那
寺
で
初
等
教
育
を
受
け
る
と
い
う
寺
院
の
寺
子
屋
は
全
国

的
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
滋
賀
県
は
そ
の
割
合
が
高
か
っ
た
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
滋
賀
県
に
は
寺
院
が
多
か
っ
た
点
が
あ
る
。

人
口
千
人
当
た
り
の
道
府
県
別
寺
院
数
・
僧
侶
数
（
一
九
二
〇
年
）
を
確
認
す
る
と
、
滋
賀
県
は
そ
れ
ぞ
れ
四
・
九
一
寺
院
、
三
・
七
六
人

で
、
ダ
ン
ト
ツ
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
全
国
平
均
は
一
・
二
八
寺
院
、
〇
・
九
五
人
で
あ
り
、
滋
賀
県
は
と
も
に
全
国
の
四
倍
の
密
度
で
あ
っ
た
。

滋
賀
県
で
は
村
人
の
住
職
へ
の
信
頼
は
あ
つ
く
、
そ
の
よ
う
な
郷
村
あ
げ
て
の
住
職
に
よ
る
寺
子
屋
教
育
の
普
及
は
、
識
字
率
を
底
上
げ

す
る
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

第
三
は
、
児
童
た
ち
の
就
学
歩
合
が
高
か
っ
た
点
で
あ
る
。
乙
竹
岩
造
『
日
本
庶
民
教
育
史
』
に
は
、
寺
子
屋
に
つ
い
て
江
戸
後
期
生

ま
れ
の
全
国
古
老
三
〇
九
〇
人
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
古
老
各
自
の
地
区
児
童
の
就
学
歩
合
を
全
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国
、
近
畿
地
方
、
滋
賀
県
別
に
示
し
た
の
が
表
2
で
あ
る
。
地
方
別
に
は
近
畿
地
方
の
就
学
歩
合
が
最

も
良
好
で
あ
っ
た
が
、
滋
賀
県
は
そ
の
近
畿
地
方
よ
り
も
さ
ら
に
就
学
歩
合
は
良
好
で
あ
っ
た
。
滋
賀

県
児
童
た
ち
の
就
学
熱
の
高
さ
、
初
等
教
育
へ
の
強
い
誘
因
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
滋
賀
県
は
、
識
字
率
が
非
常
に
高
く
、
近
代
経
済
発
展
の
黎
明
期
に
お
い
て
高
い
水

準
の
人
的
資
本
を
獲
得
し
え
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
の
が
近
江
商
人
の
活
発
な
商
業

活
動
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
滋
賀
県
が
獲
得
し
得
て
い
た
そ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
、
近
江
商
人
の
遺
産

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

（
三
）
商
家
の
奉
公
人
教
育

　

も
う
一
つ
、
滋
賀
県
に
お
け
る
近
代
経
済
発
展
の
黎
明
期
に
お
け
る
人
的
資
本
の
高
さ
に
つ
い
て
記

し
て
お
き
た
い
。
商
家
自
体
の
教
育
機
能
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

近
江
商
人
の
奉
公
人
制
度
・
雇
用
形
態
に
関
す
る
事
例
分
析
は
、
か
な
り
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
を
参
照
し
て
、
近
江
商
人
の
奉
公
人

制
度
の
特
徴
を
羅
列
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
奉
公
人
を
滋
賀
県
の
地
元
（
本
宅
に
近
い
地
域
）
か
ら
採
用
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。

か
つ
、
奉
公
人
採
用
に
は
慎
重
で
、
丁
稚
採
用
ま
で
に
試
験
・
見
習
の
予
備
段
階
を
置
い
て
い
た
。
同
郷
人
を
選
好
し
た
の
は
、
信
頼
で

き
る
者
を
採
用
す
る
た
め
で
あ
る
。
②
奉
公
人
に
は
、
商
家
の
子
弟
も
少
な
く
な
い
が
、
多
く
は
農
家
の
子
弟
で
あ
る
。
③
近
江
商
人
や

伊
勢
商
人
に
は
、
在
所
登
り
で
店
員
を
淘
汰
す
る
制
度
が
あ
っ
た
。
④
奉
公
人
の
勤
続
年
数
は
短
か
っ
た
。
入
店
後
半
数
以
上
が
五
年
以

内
に
、
大
部
分
が
一
〇
年
以
内
に
退
職
し
、
二
〇
年
以
上
勤
務
し
た
も
の
は
数
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
退
職
理
由
と
し
て
は
、
病
死
・
病
気
、

規
律
違
反
、
自
己
都
合
が
多
か
っ
た
。

　

商
家
に
入
店
し
た
使
用
人
は
、
試
験
・
見
習
か
ら
丁
稚
・
手
代
に
か
け
て
、
読
み
書
き
算
盤
と
と
も
に
、
商
人
と
し
て
の
姿
勢
・
作
法
・

精
神
や
商
業
実
務
（
帳
簿
の
付
け
方
、
商
品
・
貨
幣
の
鑑
定
、
手
形
の
書
き
方
な
ど
）
をO

J
T

（o
n
 
t
h
e
 
j
o
b
 
t
r
a
i
n
i
n
g

仕
事
を
し
な
が

表2　就学の歩合
全国 近畿 滋賀

殆ど全部通学せしもの 8% 12% 14%
大多数通学せしもの 16% 14% 15%
過半数通学せしもの 9% 16% 23%
約半数通学せしもの 15% 19% 37%

過半数が通学せざりしもの 33% 24% 6%
大多数通学せざりしもの 19% 16% 5%

計 100% 100% 100%
報告数の合計 1331 304 65

出典：乙竹岩造『日本庶民教育史』下巻、臨川書店、1970年
（原著1929年）、432頁、453頁、927頁。
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ら
の
訓
練
）
で
教
え
込
ま
れ
る
。
商
家
の
奉
公
人
教
育
は
、
高
い
技
能
を
も
っ
た
人
的
資
本
を
育
成
し
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
彼

ら
の
多
く
は
途
中
で
退
職
し
、
帰
郷
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
近
江
商
人
の
場
合
、
大
部
分
が
一
〇
年
以
内
に
退
職
・
帰
郷

し
て
い
た
。
病
気
・
病
死
や
規
律
違
反
に
よ
る
退
職
が
多
か
っ
た
が
、
な
か
に
は
「
首
尾
よ
く
暇
」
、
「
暇
願
」
、
「
暇
」
、
「
自
分
商
」
な
ど

自
己
都
合
に
よ
る
前
向
き
な
退
職
も
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
た
。
一
般
に
、
少
年
た
ち
が
商
家
に
奉
公
に
あ
が
る
こ
と
へ
の
誘
因
は
、
将
来

の
独
立
開
業
に
あ
っ
た
。
自
己
都
合
に
よ
る
退
職
に
は
、
商
家
で
の
奉
公
を
準
備
期
間
と
位
置
づ
け
、
一
定
時
点
で
見
切
り
を
つ
け
、
独

立
開
業
（
小
経
営
）
に
歩
ん
で
い
く
積
極
的
主
体
的
な
退
職
例
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
中
途
で
帰
郷
す
る

高
い
能
力
を
持
っ
た
青
少
年
た
ち
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
奉
公
人
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
商
家
の
サ
イ
ド
か
ら
す
る
と
、
奉
公
人
を
一
人
前
に
す
る
た
め
に
か
な
り
の
教
育
投
資
を
行

う
こ
と
を
意
味
す
る
。
投
資
し
た
資
本
を
回
収
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
長
期
雇
用
が
必
要
で
あ
る
。
中
途
で
退
職
す
る
場
合
は
、
投
資

を
十
分
に
回
収
で
き
な
い
ま
ま
短
期
雇
用
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
短
期
雇
用
は
、
奉
公
人
教
育
（
高

い
人
的
資
本
の
形
成
）
を
通
じ
て
、
社
会
に
人
的
資
本
を
供
与
す
る
側
面
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
商
家
の
奉

公
人
教
育
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
社
会
に
供
与
さ
れ
る
人
的
資
本
部
分
で
あ
る
。

　

滋
賀
県
の
場
合
、
前
述
の
よ
う
に
農
村
部
か
ら
の
奉
公
人
採
用
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
都
合
退
職
に
よ
る
青
少

年
た
ち
は
、
多
く
は
滋
賀
県
の
農
村
部
に
帰
郷
し
た
と
思
わ
れ
る
。
商
家
か
ら
帰
郷
す
る
青
少
年
は
、
三
井
家
な
ど
近
江
商
人
以
外
の
商

家
の
奉
公
人
で
あ
る
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
当
時
の
平
均
的
青
少
年
像
か
ら
す
る
と
、
か
な
り
高
い
技
能
や
経
験
を
身
に

着
け
て
い
た
青
少
年
た
ち
で
あ
り
、
帰
郷
後
商
業
を
中
心
と
し
た
経
済
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
地
元
か
ら
す
る
と
、
高
い
技
能
や

知
識
を
持
っ
た
人
材
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
れ
も
滋
賀
県
に
お
け
る
近
代
経
済
発
展
の
黎
明
期
に
お
い
て
、
滋
賀
県
経
済

を
底
上
げ
す
る
人
的
資
本
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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三
、
近
江
商
人
の
資
金
蓄
積

　

産
業
が
発
展
す
る
に
は
、
人
材
と
と
も
に
資
本
が
不
可
欠
で
あ
る
。
次
に
、

近
江
商
人
の
資
金
蓄
積
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る

資
産
家
別
の
資
産
額
、
所
得
額
、
営
業
税
額
、
土
地
所
有
な
ど
を
示
す
資
料
は

い
く
つ
か
あ
る
が
、
本
稿
で
は
一
九
一
六
年
の
時
事
新
報
社
に
よ
る
『
全
国

五
十
万
円
以
上
資
産
家
表
』
を
紹
介
し
た
い
。
表
3
が
『
全
国
五
十
万
円
以
上

資
産
家
表
』
に
よ
る
五
〇
万
円
以
上
資
産
家
数
と
そ
の
資
産
見
込
額
（
以
下
、

資
産
額
と
す
る
）
を
府
県
別
に
集
計
し
、
資
産
家
数
上
位
一
〇
府
県
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
滋
賀
県
は
、
五
〇
万
円
以
上
資
産
家
数
四
一
、
そ
の
合
計
資
産

額
六
四
八
〇
万
円
と
な
る
。
滋
賀
県
は
、
県
域
が
小
さ
い
こ
と
も
あ
り
、
資
産
家
数
で
は
第
一
〇
位
で
あ
る
が
、
現
住
戸
数
一
万
戸
に
対

す
る
員
数
で
は
第
五
位
（
そ
れ
も
京
都
、
神
奈
川
と
は
そ
れ
ほ
ど
差
が
な
い
）
、
一
人
当
資
産
額
で
は
第
四
位
（
第
三
位
の
兵
庫
と
は
そ
れ

ほ
ど
差
が
な
い
）
で
あ
り
、
資
産
家
数
・
資
産
額
の
点
か
ら
み
る
と
、
東
京
・
大
阪
に
次
ぐ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
が
江
戸
期
以
来
の
地
場
産
業
の
興
隆
と
近
江
商
人
の
商
業
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ち
な
み
に
、
当

時
の
一
〇
〇
万
円
は
、
小
学
校
教
員
初
任
給
を
も
と
に
換
算
す
る
と
、
現
在
の
貨
幣
価
値
で
は
一
二
五
億
円
ほ
ど
に
な
る
。

　

表
4
が
資
産
家
別
に
み
た
そ
の
一
覧
表
で
あ
る
。
一
〇
〇
〇
万
円
一
人
、
五
〇
〇
万
円
一
人
、
三
〇
〇
万
円
二
人
、
二
五
〇
万
円
一
人
、

二
三
〇
万
円
一
人
、
二
〇
〇
万
円
七
人
、
一
五
〇
万
人
二
人
と
続
く
。
新
潟
の
よ
う
な
大
地
主
地
帯
で
は
な
い
大
方
の
農
村
的
諸
県
で
は
、

資
産
額
の
ト
ッ
プ
は
一
五
〇
万
円
か
ら
二
〇
〇
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。
滋
賀
で
は
二
〇
〇
万
円
以
上
が
一
三
人
と
極
め
て
多
い
。
こ
こ
に
滋

賀
県
の
特
異
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
資
料
で
は
資
産
の
内
容
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
土
地
所
有
を
示
す
他
の
資
料
を
参
照
す

る
と
、
近
江
商
人
は
土
地
投
資
に
は
総
じ
て
積
極
的
で
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
も
近
江
商
人
・
滋
賀
県
の

表3　50万円以上資産家数・資産見込財産額（1916年）

東京 597 8.15 139,325 233
大阪 382 7.66 73,955 194
兵庫 125 3.08 23,073 185
新潟 74 2.39 8,755 118
京都 74 3.15 5,830 79

神奈川 73 3.61 10,150 139
北海道 45 1.37 4,735 105
愛知 44 1.12 4,910 112
福岡 43 1.31 5,735 133
滋賀 41 3.11 6,480 158
全国 2201 2.19 346,968 158

注1)資産家数上位10道府県を掲載。
2)「対１万戸」は現住戸数1万戸に対する資産家数。
3)伊藤忠兵衛、田附政次郎は大阪府に分類。

出典：時事新報社編『全国五十万円以上資産家表』
1916年（渋谷隆一編『大正昭和日本全国資産家・地主
資料集成』Ⅰ、柏書房、1985年）。

道府県 資産家数 対１万戸
見込額

（万円）
1人当（万

円）
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表4　資産家とその関係会社（1916年）
見込資産額 氏名 職業
1000万円 塚本定右衛門 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
500万円 西村重郎兵衛 太物商 蒲生 市邊 稲西合名会社

300万円 外村与左衛門 呉服商 神崎 南五箇荘
300万円 塚本粂右衛門 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
250万円 森五郎兵衛 呉服商 蒲生 八幡町 八幡銀行 近江帆布
230万円 西村与兵衛 金巾商 蒲生 市邊 湖南鉄道
200万円 稲本利右衛門 呉服太物商 神崎 旭 稲西合名会社
200万円 西川甚五郎 蚊帳商 蒲生 八幡町 八幡銀行 八幡製糸 近江帆布
200万円 前川善三郎 綿糸商 犬上 高宮町 湖東銀行
200万円 小林吟右衛門 呉服商 愛知 豊椋 近江鉄道
200万円 阿部市太郎 洋傘洋反物商 神崎 能登川 近江帆布 近江麻糸紡織 近江製油
200万円 浅見又蔵 会社重役 阪田 長浜 太湖汽船 大津銀行
200万円 鈴木忠右衛門 醸造業 蒲生 北比都佐 日野銀行 近江鉄道
150万円 西川庄六 綿糸砂糖商 蒲生 八幡町 近江帆布

能登川 麻糸商会 近江製油 近江鉄道
三共商会

130万円 石居四郎平 米穀肥料商 阪田 長浜 伊香銀行取 二十一銀行 長浜貯蓄銀行
130万円 石橋彦三郎 醸造業 犬上 彦根町 近江貯蓄銀行 三十三銀行
130万円 外村宇兵衛 織物業 神崎 南五箇荘 近江商業銀行
100万円 伊庭貞剛 会社員 蒲生 武佐 住友総理事
100万円 西田庄助 呉服商 犬上 千本町 近江水力電気 彦根米穀取引所 湖東銀行
100万円 外村市郎兵衛 呉服商 神崎 南五箇荘
100万円 高井作右衛門 醸造業 蒲生 日野町
100万円 塚本市右衛門 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
100万円 塚本源三郎 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
100万円 松居久左衛門 太物商 神崎 南五箇荘 近江商業銀行
100万円 藤野四郎兵衛 牧畜業 愛知 八木荘 白木屋
100万円 小泉新兵衛 メリヤス製造業 神崎 旭 大徳合資会社

長浜糸米取引所 近江製糸 長浜貯蓄銀行
長浜銀行 近江鉄道

80万円 伊藤トキ 無職 犬上 豊郷
80万円 山中安太郎 醸造業 蒲生 日野町 日野銀行 日埜綿布製織 日野製糸
80万円 小泉嘉兵衛 麻商 神崎 旭
70万円 吉田羊治郎 商業 犬上 高宮町 近江商業銀行 近江水力電気 大正製綿
70万円 塚本佐兵衛 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
70万円 藤井善助 農業 神崎 北五箇荘 近江商業銀行 湖南鉄道 近江屋合名
60万円 伊藤忠三 会社重役 犬上 豊郷 伊藤忠合名会社 丸紅商店
50万円 伊藤長兵衛 呉服商 犬上 豊郷 丸紅商店
50万円 小澤七兵衛 会社重役 野洲 篠原 江頭農産銀行 滋賀県農工銀行 近江帆布
50万円 奥井萬右衛門 呉服商 神崎 南五箇荘
50万円 安居喜八 会社重役 犬上 彦根町 近江貯蓄銀行 三十三銀行 近江水力電気

二十一銀行 長浜貯蓄銀行 滋賀県農工銀行
大津電車軌道 長浜瓦斯

50万円 柴田源七 呉服商 阪田 六荘 二十一銀行 長浜貯蓄銀行
出典：時事新報社編『全国五十万円以上資産家表』1916年（渋谷隆一編『大正昭和日本全国資産家・地主資料集成』Ⅰ、柏書
房、1985年）。『第6回日本全国諸会社役員録明治31年』商業興信所、1898年。『第24回日本全国諸会社役員録大正5年』商業
興信所、1916年。『近江人要覧』近江人協会、1931年。西川正治郎編『幽翁』文政社、1933年。北海道総務部行政資料室編
『開拓の群像　中巻』北海道、1969年。『ミューズ塚本：170年のあゆみ』塚本商事、1985年。

100万円 下郷伝平 会社重役 阪田 長浜

50万円 柴田源左衛門 会社重役 阪田 西黒田

住所 関係会社・会社役員

150万円
阿部市郎兵衛

（シゲ）
麻布商 神崎

表4　資産家とその関係会社（1916年）
見込資産額 氏名 職業
1000万円 塚本定右衛門 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
500万円 西村重郎兵衛 太物商 蒲生 市邊 稲西合名会社

300万円 外村与左衛門 呉服商 神崎 南五箇荘
300万円 塚本粂右衛門 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
250万円 森五郎兵衛 呉服商 蒲生 八幡町 八幡銀行 近江帆布
230万円 西村与兵衛 金巾商 蒲生 市邊 湖南鉄道
200万円 稲本利右衛門 呉服太物商 神崎 旭 稲西合名会社
200万円 西川甚五郎 蚊帳商 蒲生 八幡町 八幡銀行 八幡製糸 近江帆布
200万円 前川善三郎 綿糸商 犬上 高宮町 湖東銀行
200万円 小林吟右衛門 呉服商 愛知 豊椋 近江鉄道
200万円 阿部市太郎 洋傘洋反物商 神崎 能登川 近江帆布 近江麻糸紡織 近江製油
200万円 浅見又蔵 会社重役 阪田 長浜 太湖汽船 大津銀行
200万円 鈴木忠右衛門 醸造業 蒲生 北比都佐 日野銀行 近江鉄道
150万円 西川庄六 綿糸砂糖商 蒲生 八幡町 近江帆布

能登川 麻糸商会 近江製油 近江鉄道
三共商会

130万円 石居四郎平 米穀肥料商 阪田 長浜 伊香銀行取 二十一銀行 長浜貯蓄銀行
130万円 石橋彦三郎 醸造業 犬上 彦根町 近江貯蓄銀行 三十三銀行
130万円 外村宇兵衛 織物業 神崎 南五箇荘 近江商業銀行
100万円 伊庭貞剛 会社員 蒲生 武佐 住友総理事
100万円 西田庄助 呉服商 犬上 千本町 近江水力電気 彦根米穀取引所 湖東銀行
100万円 外村市郎兵衛 呉服商 神崎 南五箇荘
100万円 高井作右衛門 醸造業 蒲生 日野町
100万円 塚本市右衛門 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
100万円 塚本源三郎 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
100万円 松居久左衛門 太物商 神崎 南五箇荘 近江商業銀行
100万円 藤野四郎兵衛 牧畜業 愛知 八木荘 白木屋
100万円 小泉新兵衛 メリヤス製造業 神崎 旭 大徳合資会社

長浜糸米取引所 近江製糸 長浜貯蓄銀行
長浜銀行 近江鉄道

80万円 伊藤トキ 無職 犬上 豊郷
80万円 山中安太郎 醸造業 蒲生 日野町 日野銀行 日埜綿布製織 日野製糸
80万円 小泉嘉兵衛 麻商 神崎 旭
70万円 吉田羊治郎 商業 犬上 高宮町 近江商業銀行 近江水力電気 大正製綿
70万円 塚本佐兵衛 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
70万円 藤井善助 農業 神崎 北五箇荘 近江商業銀行 湖南鉄道 近江屋合名
60万円 伊藤忠三 会社重役 犬上 豊郷 伊藤忠合名会社 丸紅商店
50万円 伊藤長兵衛 呉服商 犬上 豊郷 丸紅商店
50万円 小澤七兵衛 会社重役 野洲 篠原 江頭農産銀行 滋賀県農工銀行 近江帆布
50万円 奥井萬右衛門 呉服商 神崎 南五箇荘
50万円 安居喜八 会社重役 犬上 彦根町 近江貯蓄銀行 三十三銀行 近江水力電気

二十一銀行 長浜貯蓄銀行 滋賀県農工銀行
大津電車軌道 長浜瓦斯

50万円 柴田源七 呉服商 阪田 六荘 二十一銀行 長浜貯蓄銀行
出典：時事新報社編『全国五十万円以上資産家表』1916年（渋谷隆一編『大正昭和日本全国資産家・地主資料集成』Ⅰ、柏書
房、1985年）。『第6回日本全国諸会社役員録明治31年』商業興信所、1898年。『第24回日本全国諸会社役員録大正5年』商業
興信所、1916年。『近江人要覧』近江人協会、1931年。西川正治郎編『幽翁』文政社、1933年。北海道総務部行政資料室編
『開拓の群像　中巻』北海道、1969年。『ミューズ塚本：170年のあゆみ』塚本商事、1985年。

100万円 下郷伝平 会社重役 阪田 長浜

50万円 柴田源左衛門 会社重役 阪田 西黒田

住所 関係会社・会社役員

150万円
阿部市郎兵衛

（シゲ）
麻布商 神崎

表4　資産家とその関係会社（1916年）
見込資産額 氏名 職業
1000万円 塚本定右衛門 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
500万円 西村重郎兵衛 太物商 蒲生 市邊 稲西合名会社

300万円 外村与左衛門 呉服商 神崎 南五箇荘
300万円 塚本粂右衛門 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
250万円 森五郎兵衛 呉服商 蒲生 八幡町 八幡銀行 近江帆布
230万円 西村与兵衛 金巾商 蒲生 市邊 湖南鉄道
200万円 稲本利右衛門 呉服太物商 神崎 旭 稲西合名会社
200万円 西川甚五郎 蚊帳商 蒲生 八幡町 八幡銀行 八幡製糸 近江帆布
200万円 前川善三郎 綿糸商 犬上 高宮町 湖東銀行
200万円 小林吟右衛門 呉服商 愛知 豊椋 近江鉄道
200万円 阿部市太郎 洋傘洋反物商 神崎 能登川 近江帆布 近江麻糸紡織 近江製油
200万円 浅見又蔵 会社重役 阪田 長浜 太湖汽船 大津銀行
200万円 鈴木忠右衛門 醸造業 蒲生 北比都佐 日野銀行 近江鉄道
150万円 西川庄六 綿糸砂糖商 蒲生 八幡町 近江帆布

能登川 麻糸商会 近江製油 近江鉄道
三共商会

130万円 石居四郎平 米穀肥料商 阪田 長浜 伊香銀行取 二十一銀行 長浜貯蓄銀行
130万円 石橋彦三郎 醸造業 犬上 彦根町 近江貯蓄銀行 三十三銀行
130万円 外村宇兵衛 織物業 神崎 南五箇荘 近江商業銀行
100万円 伊庭貞剛 会社員 蒲生 武佐 住友総理事
100万円 西田庄助 呉服商 犬上 千本町 近江水力電気 彦根米穀取引所 湖東銀行
100万円 外村市郎兵衛 呉服商 神崎 南五箇荘
100万円 高井作右衛門 醸造業 蒲生 日野町
100万円 塚本市右衛門 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
100万円 塚本源三郎 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
100万円 松居久左衛門 太物商 神崎 南五箇荘 近江商業銀行
100万円 藤野四郎兵衛 牧畜業 愛知 八木荘 白木屋
100万円 小泉新兵衛 メリヤス製造業 神崎 旭 大徳合資会社

長浜糸米取引所 近江製糸 長浜貯蓄銀行
長浜銀行 近江鉄道

80万円 伊藤トキ 無職 犬上 豊郷
80万円 山中安太郎 醸造業 蒲生 日野町 日野銀行 日埜綿布製織 日野製糸
80万円 小泉嘉兵衛 麻商 神崎 旭
70万円 吉田羊治郎 商業 犬上 高宮町 近江商業銀行 近江水力電気 大正製綿
70万円 塚本佐兵衛 呉服商 神崎 南五箇荘 塚本合名会社
70万円 藤井善助 農業 神崎 北五箇荘 近江商業銀行 湖南鉄道 近江屋合名
60万円 伊藤忠三 会社重役 犬上 豊郷 伊藤忠合名会社 丸紅商店
50万円 伊藤長兵衛 呉服商 犬上 豊郷 丸紅商店
50万円 小澤七兵衛 会社重役 野洲 篠原 江頭農産銀行 滋賀県農工銀行 近江帆布
50万円 奥井萬右衛門 呉服商 神崎 南五箇荘
50万円 安居喜八 会社重役 犬上 彦根町 近江貯蓄銀行 三十三銀行 近江水力電気

二十一銀行 長浜貯蓄銀行 滋賀県農工銀行
大津電車軌道 長浜瓦斯

50万円 柴田源七 呉服商 阪田 六荘 二十一銀行 長浜貯蓄銀行
出典：時事新報社編『全国五十万円以上資産家表』1916年（渋谷隆一編『大正昭和日本全国資産家・地主資料集成』Ⅰ、柏書
房、1985年）。『第6回日本全国諸会社役員録明治31年』商業興信所、1898年。『第24回日本全国諸会社役員録大正5年』商業
興信所、1916年。『近江人要覧』近江人協会、1931年。西川正治郎編『幽翁』文政社、1933年。北海道総務部行政資料室編
『開拓の群像　中巻』北海道、1969年。『ミューズ塚本：170年のあゆみ』塚本商事、1985年。

100万円 下郷伝平 会社重役 阪田 長浜

50万円 柴田源左衛門 会社重役 阪田 西黒田

住所 関係会社・会社役員

150万円
阿部市郎兵衛

（シゲ）
麻布商 神崎
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注
目
す
べ
き
は
、
彼
ら
の
多
く
が
、
江
戸
期
の
近
江
商
人
の
系
譜
を
ひ
く
資
産
家
・
実
業
家
で
あ
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
地
場
産
業
（
繊

維
関
係
）
を
基
盤
に
成
長
し
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
項
で
取
り
上
げ
る
麻
布
業
関
係
で
は
、
阿
部
市
郎
兵
衛
・
市
太
郎
、
外
村

与
左
衛
門
、
松
居
久
左
衛
門
、
安
居
喜
八
、
小
林
吟
右
衛
門
、
西
川
甚
五
郎
、
伊
藤
長
兵
衛
、
森
五
郎
兵
衛
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

彼
ら
は
江
戸
期
か
ら
の
有
力
な
麻
布
商
で
あ
る
。
『
全
国
五
十
万
円
以
上
資
産
家
表
』
で
は
大
阪
府
に
分
類
さ
れ
て
い
る
伊
藤
忠
兵
衛
や

田
附
政
次
郎
も
、
麻
布
行
商
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
産
家
の
う
ち
、
能
登
川
の
阿
部
市
郎
兵
衛
は
、
近
江
麻
布
蚊
帳
改
会
所

（
一
八
七
八
年
設
立
）
の
取
締
役
頭
取
な
ど
と
し
て
明
治
以
後
の
近
江
麻
布
業
界
を
リ
ー
ド
し
、
分
家
の
阿
部
市
太
郎
と
と
も
に
、
近
江

麻
布
業
界
で
大
き
な
位
置
を
占
め
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
国
時
代
か
ら
続
く
八
幡
商
人
の
西
川
甚
五
郎
家
は
、
萌
黄
色
の
蚊
帳
で
財

を
な
し
、
蚊
帳
の
買
次
商
と
し
て
全
国
に
名
を
は
せ
た
豪
商
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
滋
賀
県
の
資
産
家
の
多
く
は
、
地
場
産
業
と
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
。
地
場
産
業
を
基
盤
に
築
い
た
彼
ら
の
資
産
額
は
、
と

て
つ
も
な
く
大
き
い
。
明
治
以
降
の
業
容
の
さ
ら
な
る
拡
大
は
、
彼
ら
の
実
業
家
と
し
て
の
自
負
と
自
尊
の
源
と
な
り
、
現
実
の
政
治
経

済
諸
課
題
に
自
立
的
に
対
応
す
る
基
盤
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

四
、
明
治
・
大
正
期
の
滋
賀
県
経
済
―
そ
の
「
致
富
の
構
造
」

　

（
一
）
地
場
産
業
の
展
開

　

以
上
が
近
江
商
人
の
経
済
遺
産
に
か
か
わ
る
点
で
あ
っ
た
が
、
次
に
視
点
を
変
え
て
、
明
治
期
滋
賀
県
独
特
の
経
済
構
造
で
あ
る
「
致

富
の
構
造
」
を
み
て
お
き
た
い
。
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近
代
滋
賀
県
経
済
は
、
湖
北
の
浜
縮
緬
、
湖
東
の
麻
布
・
蚊
帳
、
湖
西
の
綿
縮
な
ど
、
全
国
的
に
広
く
知
ら
れ
た
地
場
産
業
に
特
徴
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
近
江
商
人
の
有
力
な
持
下
品
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
近
江
商
人
発
展
の
礎
石
と
な
っ
た
諸
産
業
で
あ
る
。
明
治
に
入
っ
て
も
、

こ
れ
ら
の
産
業
は
滋
賀
県
経
済
を
支
え
、
多
く
の
生
産
者
や
商
人
・
職
人
が
こ
れ
ら
の
地
場
産
業
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。
注
目
し
た
い
の
は
、

農
閑
期
に
行
わ
れ
た
農
間
余
業
が
農
民
に
追
加
的
所
得
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
ら
に
従
事
す
る
生
産
者
・
商
人
・
職
人
な
ど
幅
広
い
層
の
致

富
の
源
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。

　

近
代
滋
賀
県
の
多
様
な
地
場
産
業
の
う
ち
、
生
産
額
が
大
き
い
の
は
、
養
蚕
、
生
糸
、
浜
縮
緬
、
近
江
麻
布
、
近
江
蚊
帳
、
高
島
木
綿

縮
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
織
物
業
の
職
工
数
（
賃
織
、
一
八
九
八
年
）
は
、
麻
布
一
〇
三
九
〇
人
、
綿
縮
六
八
〇
〇
人
、
蚊
帳
一
七
四
〇
人
、

縮
緬
一
四
四
〇
人
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
す
べ
て
を
取
り
上
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
従
事
者
数
が
最
も
多
い
麻
布
業
を
検
討

し
て
お
き
た
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
近
江
麻
布
は
近
江
商
人
の
有
力
な
持
下
品
で
、
明
治
期
で
も
麻
織
物
（
反
物
）
生
産
額
は
、
滋
賀

県
が
全
国
で
ダ
ン
ト
ツ
の
第
一
位
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
一
年
で
は
、
全
国
の
麻
織
物
生
産
額
の
四
三
％
を
滋
賀
県
が
占
め
て

い
た
の
で
あ
る
。
明
治
中
後
期
の
麻
布
業
は
、
従
業
者
が
一
万
人
を
超
え
る
滋
賀
県
最
大
の
産
業
で
あ
っ
た
。

 
 

（
二
）
麻
布
業
の
展
開

　

麻
布
業
は
、
①
大
麻
・
苧
麻
の
原
料
生
産
、
②
紡
績
（
苧
績
み
と
呼
ば
れ
る
手
紡
ぎ
）
、
③
製
織
、
④
仕
上
げ
、
⑤
販
売
、
の
過
程
か
ら
な
る
。

ア
、
麻
糸
の
生
産　
　

麻
糸
の
原
料
は
、
大
麻
、
苧
麻
、
亜
麻
で
あ
る
。
大
麻
、
苧
麻
は
古
代
か
ら
日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
亜
麻

は
一
八
七
四
年
か
ら
北
海
道
で
栽
培
が
始
ま
っ
た
。
地
元
の
大
麻
は
、
神
崎
、
犬
上
、
高
島
の
三
郡
、
特
に
湖
東
地
域
の
東
側
山
手
（
久
徳
、

多
賀
、
甲
良
な
ど
）
が
主
産
地
で
あ
っ
た
。
滋
賀
県
に
お
け
る
大
麻
の
栽
培
面
積
は
、
一
八
九
七
年
ご
ろ
ま
で
二
〇
〇
町
歩
ほ
ど
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
大
正
期
に
は
五
〇
町
歩
前
後
へ
と
急
速
に
減
少
し
た
。
苧
麻
は
、
明
治
前
期
に
は
一
〇
〇
町
歩
ほ
ど
の
栽
培
面
積
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
大
麻
以
上
に
急
減
し
、
明
治
後
期
に
は
数
町
歩
と
な
っ
て
い
る
。
滋
賀
県
産
の
地
麻
や
群
馬
・
栃
木
・
石
川
・
富
山
か
ら

仕
入
れ
た
麻
苧
を
麻
糸
に
紡
績
す
る
の
が
手
紡
ぎ
の
苧
績
み
で
あ
る
（
富
山
産
な
ど
の
麻
綛
を
仕
入
れ
る
場
合
も
あ
る
）
。
麻
苧
を
買
入
れ
、

あ
さ

お
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農
家
や
町
人
に
賃
加
工
で
苧
績
み
や
撚
り
を
か
け
さ
せ
る
商
人
が
麻
糸
商
（
綛
屋
）
で
、
出
来
上
が
っ
た
麻
糸
を
買
い
集
め
、
製
織
業
者

に
売
り
渡
し
た
。

　

明
治
以
降
、
滋
賀
県
に
お
け
る
原
料
糸
供
給
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
は
、
確
か
な
統
計
が
と
れ
な
い
。
記
述
資
料
に
よ
れ
ば
、

一
八
九
八
年
ご
ろ
の
麻
糸
の
シ
ェ
ア
は
、
亜
麻
七
割
、
和
綛
三
割
で
あ
っ
た
。
一
八
八
六
年
頃
か
ら
洋
綛
（
亜
麻
糸
）
の
使
用
が
始
ま
り
、

以
後
、
輸
入
亜
麻
糸
と
国
産
亜
麻
糸
（
北
海
道
製
麻
や
近
江
麻
糸
紡
織
な
ど
の
紡
績
麻
糸
）
が
急
速
に
拡
大
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
頃

の
原
糸
使
用
は
、
亜
麻
糸
が
七
、 

八
割
、
和
綛
二
割
、
そ
の
他
若
干
が
カ
タ
ン
糸
、
ガ
ス
糸
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
亜
麻
糸
は
七

割
を
英
独
米
か
ら
輸
入
し
、
残
り
三
割
が
帝
国
製
麻
の
紡
績
糸
で
、
和
綛
は
七
割
が
滋
賀
県
内
の
地
麻
、
そ
の
残
部
が
富
山
・
三
重
の
産

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
滋
賀
県
産
の
大
麻
糸
や
苧
麻
糸
は
、
明
治
後
期
ま
で
に
、
急
速
に
亜
麻
糸
に
置
き
換
わ
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
大
正
期
に
は
、
麻
糸
の
手
紡
業
は
、
愛
知
・
犬
上
両
郡
の
山
の
手
方
面
の
山
間
部
（
多
賀
村
、
下
之
郷
村
付
近
な
ど
）
に
、

僅
か
に
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
か
つ
、
原
料
大
麻
は
主
に
群
馬
県
産
を
用
い
て
い
た
。

イ
、
製
織
（
麻
布
の
生
産
）　

製
織
を
担
当
す
る
の
が
、
機
業
家
、
出
機
業
者
、
内
機
業
者
で
あ
る
（
そ
の
区
別
に
つ
い
て
は
表
5
の
注
1

を
参
照
）
。
出
機
業
者
は
資
力
の
あ
る
織
元
で
、
農
民
な
ど
に
織
機
や
原
料
糸
を
供
給
し
、
製
織
を
委
託
し
て
い
た
（
問
屋
制
家
内
工
業
。

製
織
し
織
賃
を
受
け
取
る
農
家
な
ど
を
賃
織
と
い
う
）
。
『
滋
賀
県
統
計
全
書
』
で
、
麻
布
の
機
業
戸
数
・
機
数
・
職
工
数
の
推
移
を
追
う
と
、

明
治
中
後
期
が
ピ
ー
ク
と
な
る
。
麻
布
の
場
合
、
力
織
機
の
導
入
は
遅
く
、
一
九
二
〇
年
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
手
織
機
で
あ
っ
た
。

　

麻
布
の
主
産
地
は
、
神
崎
、
愛
知
、
犬
上
の
三
郡
で
あ
る
。
こ
の
三
郡
の
現
住
戸
数
（
一
八
九
八
年
）
は
二
万
九
六
七
九
戸
で
、
職
工

数
は
一
万
三
九
〇
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
三
戸
に
一
戸
ほ
ど
の
割
合
で
麻
布
の
賃
織
等
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ウ
、
仕
上
げ
と
販
売　
　

買
次
商
（
買
置
商
）
、
仲
買
商
、
仲
次
商
、
持
下
商
、
小
売
商
は
、
総
じ
て
売
買
業
と
呼
ば
れ
た
。
売
買
業
者
は

製
造
業
を
兼
ね
て
い
た
も
の
も
多
い
。
製
造
業
者
な
ど
が
製
織
し
た
麻
布
は
、
仲
買
商
や
買
次
商
、
持
下
商
な
ど
産
地
の
仲
買
や
卸
商
が

買
い
集
め
た
。
麻
布
の
仕
上
げ
は
製
造
業
者
な
ど
が
行
う
場
合
も
あ
る
が
、
主
に
は
産
地
問
屋
（
資
力
の
あ
る
買
次
商
）
が
、
染
屋
、
晒
屋
、

洗
屋
、
仕
立
屋
と
い
っ
た
専
門
業
者
に
依
頼
し
て
最
終
的
な
仕
上
げ
を
行
っ
た
。
産
地
問
屋
は
、
そ
れ
を
地
元
や
他
地
域
の
仕
入
客
（
地
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元
小
売
商
や
持
下
商
、
他
所
問
屋
）
に
販
売
し
た
。
他
所
問
屋
の
大
手
は
京
都
の
問
屋
で
、

京
問
屋
が
買
次
商
・
仲
買
商
な
ど
か
ら
生
布
を
直
接
仕
入
れ
、
仕
上
げ
を
行
う
場
合
も
あ

っ
た
。
持
下
商
は
、
他
所
の
出
店
で
小
売
り
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
他
所
の
問
屋
や
小
売

商
に
卸
し
て
い
た
。

　

表
5
が
近
江
麻
布
同
業
組
合
の
業
種
別
の
組
合
員
数
を
示
し
て
い
る
。
一
九
〇
一
年
で

み
る
と
、
組
合
員
数
一
万
一
八
三
九
人
の
う
ち
、
製
造
業
（
機
業
、
出
機
業
）
が
七
三
八

人
、
内
機
業
が
七
四
五
人
、
賃
織
業
が
九
八
六
四
人
で
あ
っ
た
。
残
り
四
九
二
人
が
、
売

買
業
、
麻
糸
業
、
染
業
、
晒
業
、
仕
立
業
、
小
売
業
に
従
事
し
て
い
た
。
麻
布
業
に
は
総

計
一
万
二
千
人
の
商
人
、
職
人
、
農
家
が
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
滋
賀
県

を
代
表
す
る
一
大
産
業
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
産
業
で
あ
っ
た
麻
布
業
は
、
麻
苧
の
生
産
か
ら
、
紡
績
（
苧
績
み
）
、
製
織
、

仕
上
げ
、
販
売
の
各
過
程
に
お
い
て
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
滋
賀
県
民
に
提
供

し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
が
ど
の
程
度
の
稼
得
を
も
た
ら
し
た
か
は
十
分
に
明
ら
か

に
で
き
な
い
が
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
麻
布
業
の
稼
得
額
は
、
相
当
な
額
に
の
ぼ
っ
た
に

違
い
な
い
。次
に
、若
干
の
資
料
が
得
ら
れ
る
賃
織
に
つ
い
て
そ
の
稼
ぎ
を
み
て
お
き
た
い
。

　

（
三
）
賃
織
農
家
の
稼
ぎ　

　

『
各
府
県
輸
出
重
要
品
調
査
報
告
』
な
ど
の
刊
本
に
賃
織
農
家
の
織
賃
の
記
述
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
も
と
に
明
治
中
後
期
ご
ろ
賃
織
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
稼
ぎ
を
得
て
い
た
の
か
を

み
て
お
こ
う
。

表5　近江麻布同業組合人員表
製造業 売買業 麻糸業 染業 晒業 仕立業 小売業 内機業 賃機業 合計

1886年 280 247 58 25 52 401 5,397 6,460
1899年 617 241 9 55 8 49 5 701 8,490 10,175
1901年 738 239 102 52 15 49 35 745 9,864 11,839
1908年 325 115 53 39 9 37 27 158 7,607 8,370
1917年 237 68 38 31 11 39 3 93 5,843 6,363
1933年 112 20 5 9 7 17 21 1,748 1,939
1937年 81 17 3 4 6 19 2 1,215 1,351

2)1937年には表示の他に地麻糸業4人がいる。

注1)製造業は職工を雇入れ製織し（機業家）又は出機をなすもの（出機業者）。売買業は卸売、仲買、持下（他府県での販
売）、行商をなすもの。麻糸業は原料の麻綛・亜麻糸及び平横を販売するもの。染業・晒業は製品や原糸を染め、晒をなす
もの。仕立業は製品の仕立をなすもの。内機業は家族のみにて製織するもの。賃織業は製造業者の委託を受け賃織をなすも
の（前掲『近江麻布史』209頁）。

出典：『滋賀県実業要覧』滋賀県実業会、1899年、26頁、35頁。『自明治32年至明治41年近江麻布同業組合統計表』京都
大学経済学部図書室蔵。『昭和12年度近江麻布同業組合業務成績』（『米使用資源』昭た546）。『近江麻布史』雄山閣出
版、1975年、225頁、258頁、269頁。

─15─

（
43
）



　

麻
布
は
、
多
く
が
農
家
の
賃
織
（
女
性
）
に
よ
り
製
織
さ
れ
て
い
た
。
専
業
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
が
、
農
間
余
業
で
あ
る
た
め
、
農

閑
期
の
製
織
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
縞
及
び
無
地
物
は
普
通
一
日
一
反
を
織
上
げ
、
絣
物
は
一
反
に
二
日
を
要
し
た
。
一
九
〇
五
年

当
時
の
賃
銭
は
、
前
者
は
一
反
一
二
銭
、
後
者
は
一
反
七
五
銭
で
あ
り
、
だ
い
た
い
一
か
月
三
円
～
一
〇
円
内
外
の
収
入
を
得
て
い
た
。

年
八
か
月
製
織
に
従
事
し
た
と
す
る
と
、
年
二
四
円
～
八
〇
円
の
稼
ぎ
と
な
る
。
一
九
〇
五
年
暦
年
平
均
米
価
は
石
当
た
り
一
二
・
八
五
円

で
あ
っ
た
か
ら
、
米
穀
に
換
算
す
る
と
、
年
一
・
九
石
～
六
・
三
石
の
稼
ぎ
と
な
る
。
平
均
年
四
・
一
石
の
稼
ぎ
と
す
る
と
、
賃
織
は
約
一
万

人
で
あ
る
か
ら
、
賃
織
だ
け
で
も
年
四
・
一
万
石
分
の
稼
得
と
な
る
。
当
時
の
滋
賀
県
米
移
出
高
は
四
〇
・
二
万
石
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
一

割
に
相
当
す
る
。
女
性
の
農
間
余
業
と
し
て
、
有
利
な
農
家
副
業
で
あ
っ
た
。
『
京
都
日
出
新
聞
』
（
一
九
〇
一
年
一
一
月
二
九
日
）
は
、「
農

家
婦
女
の
副
業
と
し
て
は
随
分
収
入
多
き
者
と
云
ふ
可
し
…
…
輓
近
他
地
方
人
の
来
り
て
此
賃
織
に
従
事
す
る
者
あ
る
に
至
れ
り
」
と
述

べ
て
い
る
。
他
地
域
か
ら
の
賃
織
を
引
き
付
け
る
ほ
ど
の
有
利
な
稼
ぎ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

滋
賀
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
織
物
業
と
し
て
麻
布
以
外
に
高
島
郡
の
綿
縮
、
阪
田
・
東
浅
井
・
蒲
生
・
愛
知
・
栗
太
郡
の
蚊
帳
、
阪
田
・

東
浅
井
郡
の
縮
緬
が
展
開
し
て
お
り
、
湖
北
に
は
座
繰
製
糸
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
も
麻
布
と
同
様
の
稼
ぎ
を
滋
賀
県
民
に
も
た
ら
し
て
い

た
。
滋
賀
県
全
体
と
し
て
大
き
な
追
加
的
稼
得
（
所
得
の
底
上
げ
）
を
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

（
四
）
高
い
貯
蓄
残
高
と
豊
か
な
食
生
活　

　

こ
こ
で
は
、
「
致
富
の
構
造
」
に
よ
る
所
得
ア
ッ
プ
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
滋
賀
県
に
お
け
る
信
用
組
合
（
産
業
組
合
）
の
貯
金

額
や
そ
の
利
率
並
び
に
米
食
率
の
状
況
を
み
て
お
き
た
い
。

ア
、
大
き
い
貯
金
残
高
と
低
い
金
利　
　

戦
前
の
農
業
金
融
は
、
①
銀
行
（
日
本
勧
業
銀
行
、
農
工
銀
行
、
民
間
銀
行
）
、
②
信
用
組
合
、

③
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
金
融
（
頼
母
子
講
・
無
尽
、
個
人
貸
金
業
な
ど
）
の
三
層
か
ら
な
っ
て
い
た
。
①
の
銀
行
は
資
力
の
あ
る
商
工
人
・

実
業
家
・
地
主
な
ど
を
顧
客
に
、
主
に
高
額
・
長
期
・
有
担
保
・
生
産
投
資
目
的
の
融
資
を
行
っ
て
い
た
。
③
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
金
融

は
、
低
額
・
短
期
・
無
担
保
・
高
金
利
・
生
活
資
金
目
的
の
貸
付
を
主
と
し
て
い
た
。
②
の
信
用
組
合
は
、
中
産
以
下
の
農
民
を
対
象
に
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し
た
対
人
信
用
・
無
担
保
金
融
に
特
徴
が
あ
り
、
い
わ
ば
①
と
③
の
中
間
に
位
置
し
た
。
①
銀
行
と
②
信
用
組
合
に
は
比
較
的
明
瞭
な
棲

み
分
け
が
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
近
江
商
人
の
系
譜
を
ひ
く
よ
う
な
資
力
の
あ
る
商
人
・
資
産
家
・
実
業
家
は
主
に
銀
行
を
利
用
し
（
場

合
に
よ
っ
て
は
自
ら
銀
行
を
設
立
し
）
た
が
、
地
場
産
業
に
従
事
し
て
い
た
農
民
や
商
工
人
に
と
っ
て
は
、
銀
行
は
敷
居
が
高
く
、
主
に

は
信
用
組
合
や
個
人
間
貸
借
（
貸
金
業
者
、
私
人
）
を
利
用
し
て
い
た
。

　

表
6
が
、
一
九
一
四
年
と
一
九
二
五
年
の
信
用
組
合
員
一
人
当
た
り
貯
金
残
高
で
あ
る
。
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
滋
賀
県
は
、
一
九
一
四

年
第
五
位
、
一
九
二
五
年
第
二
位
で
あ
る
。
一
般
に
東
京
、
大
阪
、
京
都
な
ど
大
都
市
や
そ
の
周
辺
商
業
地
域
は
、
貯
金
残
高
が
高
く
な

る
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
を
考
慮
す
る
と
、
農
村
的
地
域
で
は
滋
賀
県
の
貯
金
残
高
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
貯
金
吸
収
力
（
貯

金
額
　
（
払
込
資
本
金
額
＋
積
立
金
）
）
を
算
出
す
る
と
、
た
と
え
ば
、
一
九
一
五
年
で
、
全
国
が
〇
・
九
八
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
滋
賀

県
は
二
・
三
四
と
全
国
平
均
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
た
。
か
つ
、
連
年
の
信
用
組
合
の
貯
貸
率
（
貸
付
額　

貯
金
額
）
を
み
て
も
、
滋
賀

県
は
全
国
平
均
よ
り
常
に
二
～
三
割
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
滋
賀
県
信

用
組
合
の
貯
金
額
が
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
質
量
と
も
に
高
い
米

穀
生
産
や
地
場
産
業
に
よ
る
稼
得
、
そ
れ
ら
に
従
事
す
る
農
業
者
や
多
く
の
米
穀

商
、
製
造
業
者
、
売
買
業
者
た
ち
、
こ
れ
ら
が
農
村
部
に
お
け
る
高
い
貯
金
残
高

の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

加
え
て
、
表
7
が
信
用
組
合
の
道
府
県
別
金
利
比
較
表
で
あ
る
。
滋
賀
県
は
、

全
国
的
に
み
て
金
利
が
最
も
低
い
部
類
に
入
っ
て
い
た
。
一
般
に
金
利
は
、
貸
し

手
と
借
り
手
の
資
金
の
需
給
関
係
に
よ
り
決
ま
る
か
ら
、
滋
賀
県
で
は
主
に
農
村

部
に
お
い
て
資
金
需
要
に
対
し
て
貸
付
資
金
が
比
較
的
潤
沢
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
信
用
組
合
員
一
人
当
た
り
貯
金
残
高
が
高
い
こ
と
と

整
合
的
で
あ
る
。
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滋
賀
県
の
低
金
利
は
、
個
人
間
の
貸
借
関
係
で
も
う
か
が
え
る
。
表

示
は
略
す
が
、
日
本
勧
業
銀
行
調
査
課
に
よ
る
個
人
間
貸
借
普
通
利
率

（
一
九
一
二
年
～
一
九
二
六
年
）
に
よ
る
と
、
滋
賀
県
の
金
利
は
低
く
、

利
率
の
低
さ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
常
連
で
あ
っ
た
。
全

国
平
均
と
の
金
利
差
は
常
に
二
～
三
％
と
大
き
か
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、

滋
賀
県
に
お
け
る
一
般
的
な
金
利
水
準
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
金
融
も
含

め
、
他
地
域
よ
り
低
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
滋
賀
県
で
は
、
信
用
組
合
の
一
人
当
た
り
貯
金
残
高
が

大
き
く
、
民
間
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
金
融
も
含
め
金
利
水
準
が
低
位
で
あ
っ
た
。
資
金
の
需
給
関
係
が
緩
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
が
生
ま
れ
た
の
は
、
質
量
と
も
に
高
い
米
穀
生
産
、
広
い
裾
野
を
持
つ
地
場
産
業
、
そ
れ
ら
に
か
か
わ
る
多
数
の
商
人
の
商
業
活

動
な
ど
に
よ
り
、
農
村
部
で
全
体
的
な
所
得
の
底
上
げ
が
み
ら
れ
、
資
金
の
需
給
関
係
の
緩
さ
を
結
果
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

イ
、
高
い
米
食
率　
　

戦
前
の
農
民
は
、
米
穀
生
産
を
し
て
い
な
が
ら
、
必
ず
し
も
米
穀
を
十
分
に
食
べ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

米
穀
が
社
会
的
に
高
価
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
農
商
務
省
の
米
食
率
調
査
を
み
る
と
、
一
八
八
〇
年
の
近
江
は
八
一
％
、
一
八
八
六
年
の

滋
賀
県
は
七
五
％
で
あ
る
。
全
国
順
位
は
、
順
に
第
二
位
、
第
三
位
で
あ
る
。
全
国
平
均
は
一
八
八
〇
年
五
三
％
、
一
八
八
六
年
五
二
％

で
あ
っ
た
。
全
国
平
均
よ
り
は
る
か
に
高
く
、
滋
賀
県
の
米
食
率
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
っ
た
。

　

臨
時
産
業
調
査
局
に
よ
る
主
要
食
糧
の
消
費
状
況
調
査
（
一
九
一
九
年
）
は
、
滋
賀
県
に
つ
い
て
、
「
明
治
二
十
年
頃
よ
り
湖
北
地
方
に

於
て
は
養
蚕
業
漸
く
隆
盛
を
見
る
と
共
に
一
般
県
民
の
生
活
程
度
も
向
上
し
、
自
ら
米
の
消
費
を
増
加
す
る
に
至
つ
た
」
「
明
治
三
十
年
頃

よ
り
各
種
の
事
業
勃
興
し
、
収
入
の
増
加
は
直
に
生
活
の
向
上
と
な
り
、
従
来
の
混
食
は
漸
減
し
、
蘿
蔔
、
菜
等
の
雑
食
は
殆
ど
其
の
跡

を
絶
つ
に
至
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
安
定
的
で
高
品
質
の
米
穀
生
産
と
養
蚕
・
製
糸
を
は
じ
め
麻
織
物
、
綿
縮
、
縮
緬
な
ど
の
地
場
産

業
は
、
県
民
所
得
を
向
上
さ
せ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
滋
賀
県
民
は
、
全
国
的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
豊
か
な
食
生
活
を
実
現
し
て
い
た
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の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
明
治
前
期
の
滋
賀
県
の
就
学
率
は
、ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
一
八
八
六
年
版
『
文
部
省
年
報
』
に
よ
る
未
就
学
率
で
は
、

滋
賀
県
は
男
女
と
も
最
低
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
〇
一
年
の
徴
兵
検
査
時
の
壮
丁
教
育
調
査
（
「
読
書
算
術
ヲ
知
ラ
サ
ル
者
」
）
に
よ
る
と
、

大
津
聯
隊
区
は
「
読
書
算
術
ヲ
知
ラ
サ
ル
者
」
の
割
合
は
五
・
三
％
と
、
全
国
二
番
目
の
少
な
さ
で
あ
る
。
所
得
の
高
さ
と
就
学
率
・
教
育

水
準
の
高
さ
は
、
相
関
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

五
、
活
発
な
商
業
活
動

　

（
一
）
高
い
商
人
密
度　

　

近
江
商
人
伝
統
の
地
で
あ
る
滋
賀
県
は
、
他
地
域
と
比
べ
て
商
人
が
多
い
地
域
で
あ
っ
た
。
表
8-

1
は
、
一
八
八
三
年
に
お
け
る
滋

賀
県
の
商
人
数
を
、
市
街
と
そ
の
他
（
農
村
部
）
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
滋
賀
県
内
の
商
人
数
を
み
る
と
、
大
津
が
最
多
で
、

彦
根
、
八
幡
、
長
浜
と
続
い
て
い
る
。
合
計
で
六
五
五
二
人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
市
街
以
外
の
地
域
（
農
村
部
）
の
商
人
も
か
な

り
多
い
の
で
あ
る
。
農
村
部
に
は
市
街
の
四
倍
に
あ
た
る
二
万
六
九
三
六
人
も
の
商
人
が
活
動
し
て
い
た
。
ま
た
、
県
内
ど
の
地
域
で
も

小
売
商
が
多
い
が
、
卸
売
商
も
相
当
数
存
在
し
て
い
た
。
卸
が
多
く
な
る
一
因
は
、
地
場
産
業
の
特
産
品
を
持
下
品
に
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

滋
賀
県
の
総
戸
数
に
占
め
る
商
売
戸
数
割
合
は
二
九
・
六
％
で
、
こ
れ
は
大
阪
府
三
三
・
五
％
に
次
ぎ
、
全
国
第
二
位
の
高
さ
で
あ
っ

た
。
滋
賀
県
の
こ
の
特
徴
は
、
近
隣
他
府
県
と
比
べ
る
と
よ
り
一
層
浮
か
び
上
が
る
。
現
住
人
口
千
人
当
た
り
の
商
人
数
を
み
る
と
（
表

8-

2
）
、
滋
賀
県
は
五
三
・
〇
人
で
あ
り
、
京
都
府
の
四
四
・
六
人
を
し
の
ぎ
、
福
井
県
、
奈
良
県
、
三
重
県
の
二
倍
か
ら
二
・
五
倍
以
上

の
商
人
密
度
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
滋
賀
県
の
市
街
は
他
府
県
の
市
街
と
比
べ
て
商
人
密
度
が
特
に
高
い
。
と
り
わ
け
、
八
幡
、
長
浜
、

大
津
は
一
五
〇
人
を
超
え
て
お
り
、
商
人
密
度
の
高
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
滋
賀
県
は
、
卸
商
が
相
対
的
に
多
く
、
人
口
に

比
し
て
市
街
・
農
村
部
と
も
商
人
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

─19─

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）



　

こ
の
よ
う
に
市
街
は
勿
論
の
こ
と
、
農
村
部
に
も

卸
商
・
小
売
商
が
多
数
存
在
し
た
の
が
滋
賀
県
の
特

徴
で
あ
る
。
彼
ら
が
、
麻
布
・
蚊
帳
、
綿
織
物
、
絹

織
物
な
ど
地
場
産
業
の
広
範
な
展
開
と
か
か
わ
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
み
や
す
い
。
か
つ
、
資
力
の

あ
る
商
人
は
、
単
に
流
通
部
面
を
担
当
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
金
融
機
能
も
果
た
し
、
買
次
商
や
織
元
の

よ
う
に
、
生
産
過
程
に
も
関
与
し
、
生
産
を
組
織
す

る
機
能
も
果
た
し
て
い
た
。

 
 

（
二
）
商
業
と
農
家
と
の
兼
業　

　

商
人
の
存
在
形
態
と
し
て
留
意
す
べ
き
は
、
農
業

兼
業
が
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
商
業
者
の
う
ち
、

だ
い
た
い
半
分
強
が
兼
業
で
あ
っ
た
（
表
9
）
。
そ

の
意
味
で
、
明
治
期
滋
賀
県
の
商
人
は
、
農
間
余
業

に
よ
る
農
商
未
分
離
の
色
彩
が
強
か
っ
た
。

　

一
九
三
八
年
の
全
国
農
家
一
斉
調
査
は
、
農
林
省
に
よ
る
初
の
農
業
セ
ン
サ
ス
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
、
農
家
が
ど
の
よ
う
な
兼
業
を

行
っ
て
い
た
の
か
を
示
す
兼
業
種
別
の
統
計
が
あ
る
。
表
10
が
、
兼
業
農
家
総
数
の
う
ち
の
商
業
兼
業
農
家
戸
数
と
そ
の
割
合
を
、
滋
賀

県
と
全
国
で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
滋
賀
県
が
二
〇
・
二
％
、
全
国
が
一
三
・
二
％
で
あ
り
、
滋
賀
県
の
割
合
が
か
な
り
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
滋
賀
県
で
は
、
兼
業
農
家
五
戸
に
一
戸
の
割
合
で
商
業
と
兼
業
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
商
業
兼
業
の
高
さ
は
、
先
述
し
た
農
村
部
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に
お
け
る
商
人
密
度
の
高
さ
と
整
合
的
な
結
果
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
調
査
は
、
一
九
三
八
年
九
月
一
日
現
在
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、

地
場
産
業
が
衰
退
し
て
き
て
お
り
（
後
述
）
、
有
力
な
農
家
副
業
で
あ
っ
た
商
業
と

の
兼
業
が
、
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

明
治
期
の
地
場
産
業
の
最
盛
期
と
比
べ
る
と
、
商
業
と
の
兼
業
が
、
か
な
り
低
く

で
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
明
治
中
後
期
に
こ
の
よ
う
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、

滋
賀
県
に
お
け
る
商
業
と
の
農
家
兼
業
の
特
徴
は
、
よ
り
鮮
明
に
表
れ
て
い
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　

近
代
滋
賀
県
で
活
躍
し
た
商
人
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
商
家
か
ら
帰
郷
し

た
農
家
青
少
年
た
ち
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
高
い
技
能
や
経
験
を

身
に
着
け
帰
郷
し
た
青
少
年
た
ち
は
、
小
経
営
（
商
人
）
と
し
て
の
自
立
を
最
終
ゴ
ー
ル
に
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
農
間
余
業
と
し
て

商
業
活
動
を
始
め
る
者
も
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
こ
に
も
、
近
江
商
人
の
伝
統
が
息
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
滋
賀
県
で
は
、
多
く
の
商
人
が
、
都
市
部
だ
け
で
は
な
く
農
村
部
も
含
め
て
、
米
穀
や
地
場
産
業
に
従
事
し
商
業
活
動

を
展
開
し
て
い
た
。
地
場
で
生
産
し
た
麻
布
等
を
地
場
の
商
人
が
全
国
に
売
り
捌
く
と
い
う
望
ま
し
い
姿
を
実
現
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、

前
述
し
た
滋
賀
県
独
特
の
「
致
富
の
構
造
」
の
需
要
な
柱
で
あ
り
、
滋
賀
県
全
体
と
し
て
の
富
裕
化
に
寄
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
確
か
な
経
済
的
実
力
は
、
国
の
土
地
改
良
投
資
が
相
対
的
に
小
さ
か
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
国
家
に
頼
ら
な
い
自
立
的
な
経
済

風
土
、
自
負
・
自
尊
の
気
風
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　

六
、
お
わ
り
に
―
「
致
富
の
構
造
」
の
再
編

　

一
九
二
〇
年
代
前
後
（
第
一
次
大
戦
か
ら
昭
和
恐
慌
期
）
に
な
る
と
、
上
述
し
て
き
た
滋
賀
県
の
経
済
構
造
が
大
き
く
転
換
を
し
は
じ

表9　専業・兼業別商業人員
総数 専業 兼業 兼業割合

1890年 116,615 49,806 66,809 57.3%
1899年 135,156 66,027 69,129 51.1%

出典：『滋賀県統計全書』。
注：商人の専兼別統計は1890年～1899年しか掲載され
ていない。

表10　商業兼業農家戸数
兼業農家

総数
商業

滋賀県 46,362 9,346
全国 2,956,524 390,288

滋賀県 100.0% 20.2%
全国 100.0% 13.2%

出典：農林大臣官房統計課編纂
『我が国農家の統計的分析：昭
和13年9月1日全国農家一斉調査
報告』内閣印刷局、1941年。

─21─

（
60
）



め
る
。
明
治
期
の
滋
賀
県
的
な
「
致
富
の
構
造
」
が
、
そ
の
再
編
の
時
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
そ
れ
ま
で
滋
賀
県
経
済
の
中
軸
で
あ
っ
た
農
産
物
生
産
が
相
対
的
位
置
を
落
と
し
始
め
る
。
第
一
次
大
戦
後
に
な
る
と
、
滋

賀
県
経
済
の
中
軸
で
あ
っ
た
米
穀
生
産
の
、
生
産
物
総
価
格
に
お
け
る
構
成
比
が
縮
小
す
る
。
背
景
に
は
、
工
場
制
生
産
に
よ
る
工
産
物

生
産
額
の
急
速
な
増
加
が
あ
っ
た
。
工
場
数
（
一
〇
人
以
上
）
は
、
一
九
一
〇
年
の
一
〇
八
か
ら
一
九
二
三
年
の
二
〇
七
へ
と
一
〇
年
余

り
の
間
に
倍
増
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
二
一
年
か
ら
は
、
工
産
物
生
産
額
が
農
産
物
生
産
額
を
上
回
る
よ
う
に
な
る
。
工
産
物
生
産
額

が
増
加
し
て
い
く
な
か
で
、
一
気
に
躍
進
し
た
の
が
人
造
絹
糸
（
人
絹
）
の
生
産
額
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
、
野
口
遵
（
日
窒
）

の
旭
ベ
ン
ベ
ル
グ
（
膳
所
）
、
三
井
物
産
の
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
（
石
山
）
、
東
洋
紡
績
の
昭
和
レ
ー
ヨ
ン
（
堅
田
）
と
い
っ
た
県
外
大
資
本
に

よ
る
大
規
模
人
絹
工
場
が
湖
南
に
立
地
し
、
「
人
絹
王
国
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
人
絹
の
興
隆
は
、
皮
肉
に
も
、
昭
和
恐
慌
の
打
撃

で
衰
退
す
る
湖
北
の
養
蚕
・
製
糸
業
と
入
れ
替
わ
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。
人
絹
工
場
の
立
地
は
、
地
の
利
（
交
通
の
要
衝
、
琵
琶
湖
の
水
源
）

を
生
か
し
た
県
外
の
巨
大
資
本
の
進
出
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
県
内
資
産
家
に
よ
る
工
場
設
置
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
た
。
戦
後
の
内

陸
型
工
業
誘
致
の
先
駆
け
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
滋
賀
県
特
有
の
「
致
富
の
構
造
」
の
重
要
な
一
角
を
し
め
た
地
場
産
業
が
、
明
治
末
期
か
ら
停
滞
な
い
し
衰
退
す
る
よ
う
に

な
る
。
そ
れ
は
、
伝
統
的
な
家
内
工
業
・
賃
織
が
根
強
く
残
っ
て
い
た
麻
布
業
や
綿
縮
業
に
強
く
表
れ
た
。

　

た
と
え
ば
、
麻
布
業
に
つ
い
て
み
て
お
く
と
、
麻
布
の
生
産
数
量
は
、
一
九
〇
〇
年
の
八
〇
万
反
が
ピ
ー
ク
で
、
そ
の
後
は
増
減
を
繰

り
返
し
つ
つ
、
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
生
産
減
退
の
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
第
一
次
大
戦
期
の
原
料
糸
の
高
騰
で
あ
る
。

麻
布
も
高
騰
し
た
が
、
麻
布
価
格
の
上
昇
が
原
料
糸
高
騰
の
後
追
い
を
す
る
形
と
な
り
、
採
算
が
見
通
せ
ず
製
織
手
控
え
が
生
じ
、
生
産

減
少
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
麻
布
価
格
が
安
定
せ
ず
、
価
格
が
下
落
す
る
年
が
相
次
ぎ
、
そ
の
都
度
、
業
者
の
廃
業
が
み
ら
れ
た
。

そ
の
状
況
を
近
江
麻
布
同
業
組
合
人
員
表
で
確
認
す
る
と
（
表
5
）
、
明
治
中
期
に
は
一
万
人
を
超
え
て
い
た
組
合
員
は
、
一
九
一
七
年
の

六
三
六
三
人
か
ら
、
一
九
三
七
年
に
は
一
三
五
一
人
に
激
減
し
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
賃
織
も
急
減
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、

男
性
の
洋
装
化
に
よ
る
服
装
面
か
ら
の
需
要
減
少
も
み
ら
れ
た
。
市
場
も
変
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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高
島
郡
の
綿
縮
は
、
明
治
中
後
期
以
降
か
な
り
大
き
な
生
産
数
量
・
価
格
の
波
が
あ
っ
た
が
、
数
量
・
価
格
（
名
目
）
は
第
一
次
大

戦
期
（
一
九
一
八
年
）
が
ピ
ー
ク
と
な
る
。
た
だ
し
、
高
島
縮
で
は
明
治
後
期
か
ら
力
織
機
化
が
進
み
、
手
織
機
は
、
一
八
九
八
年
の

三
一
三
一
台
か
ら
一
九
二
五
年
に
は
一
〇
七
〇
台
に
減
少
し
て
い
た
。
加
え
て
、
湖
北
を
中
心
と
し
た
養
蚕
・
製
糸
業
は
、
世
界
大
恐
慌

に
よ
る
米
国
に
お
け
る
生
糸
需
要
の
大
減
退
や
代
替
品
（
人
造
絹
糸
）
の
普
及
に
よ
り
、
昭
和
恐
慌
以
後
、
大
き
く
後
退
し
た
。

　

滋
賀
県
特
有
の
「
致
富
の
構
造
」
の
重
要
な
一
角
を
に
な
っ
た
地
場
産
業
は
、
第
一
次
大
戦
期
以
降
、
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）『
明
治
四
三
年
度
滋
賀
県
統
計
全
書
』
滋
賀
県
、
一
九
一
一
年
、
三
四
八
頁
。

（
2
）
加
藤
惟
孝
『
水
田
主
穀
生
産
力
の
展
開
』
農
林
水
産
業
生
産
性
向
上
会
議
、  

　
　

一
九
六
〇
年
、
一
四
三
頁
、
一
七
三
頁
、
二
四
六
頁
。

（
3
）
今
村
奈
良
臣
他
著
『
土
地
改
良
百
年
史
』
平
凡
社
、
一
九
七
七
年
、 

　
　

一
三
九
頁
。

（
4
）
野
田
公
夫
「
滋
賀
県
に
お
け
る
ポ
ン
プ
灌
漑
の
進
展
と
そ
の
意
義
に
関
す 

　
　

る
一
考
察
」
『
農
業
経
営
研
究
』
二
一(

一)

、
一
九
八
三
年
、
三
八
頁
。 

　
　

江
戸
期
に
は
「
京
都
御
備
米
」
と
い
わ
れ
高
評
価
を
博
し
て
い
た
近
江
米 

　
　

は
、
明
治
初
期
に
は
、
藩
制
廃
止
に
伴
い
、
一
転
「
江
州
ノ
掃
寄
セ
米
」 

　
　

と
酷
評
さ
れ
、
信
用
は
地
に
墜
ち
て
し
ま
っ
た
（
『
御
贈
位
並
功
労
者
関 

　
　

係
書
類
』
大
え
六
七
な
ど
）
。
一
八
八
二
年
東
京
上
野
で
開
催
さ
れ
た
米 

　
　

麦
外
三
品
共
進
会
で
は
、
近
江
米
は
調
整
・
乾
燥
の
不
十
分
さ
の
指
摘
を 

　
　

受
け
て
い
た
（
『
共
進
会
』
明
た
三
二
。
こ
の
請
求
記
号
は
滋
賀
県
立
公　

 

　
　

文
書
館
の
請
求
記
号
で
あ
る
。
以
下
同
様
）
。

（
5
）『
滋
賀
県
実
業
要
覧
』
滋
賀
県
実
業
会
、
一
八
九
九
年
、
一
八
三
～
二
二
七 

　
　

頁
な
ど
。

（
6
）『
内
国
米
ノ
金
融
ニ
関
ス
ル
調
査
書
』
日
本
勧
業
銀
行
調
査
課
、
一
九
一
九 

　
　

年
、
一
二
頁
な
ど
。

（
7
）『
府
県
聯
合
共
進
会
審
査
復
命
書
』
農
商
務
省
総
務
局
、
一
九
〇
三
年
、 

　
　

三
五
頁
な
ど
。

（
8
）
前
掲
『
内
国
米
ノ
金
融
ニ
關
ス
ル
調
査
書
』
三
一
頁
。

（
9
）
沢
田
徳
蔵
『
市
場
人
の
見
た
る
産
米
改
良
』
大
阪
堂
米
会
、
一
九
三
三
年
、 

　
　

九
六
頁
。

（
10
）
前
掲
『
滋
賀
県
実
業
要
覧
』
、
『
滋
賀
県
産
業
要
覧
』
滋
賀
県
内
務
部
、 

　
　

一
九
一
三
年
。

（
11
）
米
穀
商
人
の
う
ち
、
資
力
の
あ
る
米
穀
商
は
、
米
穀
集
散
地
で
あ
っ
た 

　
　

大
津
に
多
か
っ
た
。
湖
上
輸
送
に
よ
り
近
江
米
と
北
国
米
が
琵
琶
湖
畔
各 

　
　

港
か
ら
大
津
に
中
継
輸
送
さ
れ
、
大
津
か
ら
京
都
に
大
量
供
給
さ
れ
て
い 
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た
の
で
あ
る
。

（
12
）
当
然
な
が
ら
、
自
己
の
姓
名
を
自
記
し
え
る
と
い
う
自
署
率
を
識
字
率
と 

　
　

み
な
せ
る
か
ど
う
か
は
議
論
が
あ
り
え
る
（
八
鍬
友
広
「
明
治
期
滋
賀 

　
　

県
に
お
け
る
自
署
率
調
査
」
『
東
北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
研
究
年 

　
　

報
』
六
四(
二)

、
二
〇
一
六
年
、
一
三
頁
）
。

（
13
）
大
阪
市
社
会
部
労
働
課
『
本
市
に
於
け
る
呉
服
店
員
の
生
活
と
労
働
』 

　
　

一
九
二
七
年
、
八
一
～
八
二
頁
、
一
八
七
～
一
九
四
頁
。
こ
の
調
査
書
に 

　
　

よ
る
と
、
呉
服
店
員
の
教
育
程
度
は
、
尋
常
小
学
校
・
高
等
小
学
校
卒
が 

　
　

多
く
、
中
等
学
校
卒
は
僅
少
で
あ
る
。

（
14
）
文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料
』
八
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
（
原
著 

　
　

一
八
九
二
年
）
、
四
七
八
～
五
〇
四
頁
。

（
15
）
大
槻
真
佐
子
「
滋
賀
県
下
寺
子
屋
の
統
計
的
研
究
」
『
社
会
科
教
育
の
創 

　
　

造
』
一
〇
、
二
〇
〇
三
年
、
九
四
頁
、
九
六
頁
。
甲
賀
郡
の
寺
子
屋
数
が 

　
　

多
く
な
っ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
し
え
な
い
。

（
16
）
神
崎
郡
五
個
荘
（
近
江
商
人
伝
統
の
地
）
の
時
習
斎
（
北
庄
村
）
の
事
例 

　
　

分
析
に
よ
る
と
、
明
治
初
年
の
段
階
で
、
時
習
斎
で
教
育
を
受
け
た
の
は 

　
　

同
村
住
民
（
男
女
）
の
九
一
％
に
及
び
、
一
八
七
三
年
の
小
学
校
開
学
以 

　
　

前
に
同
村
で
は
事
実
上
皆
学
が
実
現
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
（
柴
田 

　
　

純
「
近
世
中
後
期
近
江
国
在
村
一
寺
子
屋
の
動
向
」
朝
尾
直
弘
教
授
退 

　
　

官
記
念
会
編
『
日
本
社
会
の
史
的
構
造　

近
世
・
近
代
』
思
文
閣
出
版
、 

　
　

一
九
九
五
年
、
二
二
六
～
二
二
七
頁
）
。

（
17
）
乙
竹
岩
造
『
日
本
庶
民
教
育
史
』
下
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
（
原 

　
　

著
一
九
二
九
年
）
、
四
三
六
頁
、
四
三
八
頁
、
九
六
一
～
九
六
二
頁
。

（
18
）
石
川
謙
『
日
本
庶
民
教
育
史
』
刀
江
書
院
、
一
九
二
九
年
、
四
一
一
頁
。 

　
　

大
槻
前
掲
「
滋
賀
県
下
寺
子
屋
の
統
計
的
研
究
」
九
五
頁
。

（
19
）
内
閣
統
計
局
編
『
第
四
三
回
（
大
正
九
年
）
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
東
京 

　
　

リ
プ
リ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
六
六
年
、
四
〇
七
頁
。
『
昭
和
国
勢
総
覧 

上 

　
　

巻
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
〇
年
、
三
三
頁
。
一
九
二
〇
年
の
滋
賀 

　
　

県
寺
院
数
は
三
一
九
九
で
、
半
数
の
一
六
一
五
は
真
宗
で
あ
っ
た
。

（
20
）
主
に
、
上
村
雅
洋
『
近
江
商
人
の
経
営
史
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、 

　
　

第
一
三
章
に
よ
る
。

（
21
）
江
頭
恒
治
『
江
州
商
人
』
至
文
堂
、
一
九
六
五
年
、
一
七
六
頁
。
ち
な
み 

　
　

に
、
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
の
妻
や
ゑ
は
、
豊
郷
の
本
宅
に
て
、
採
用
予
定
の 

　
　

少
年
た
ち
に
行
儀
作
法
、
読
み
書
き
算
盤
を
教
え
、
そ
れ
を
通
じ
て
子
供 

　
　

た
ち
の
適
性
や
能
力
を
見
極
め
、
そ
の
適
性
・
力
量
に
応
じ
て
、
採
用
か 

　
　

否
か
、
ど
の
店
に
配
属
さ
せ
る
か
を
決
め
て
い
た
（
『
伊
藤
忠
商
事
一
〇
〇 

　
　

年
』
伊
藤
忠
商
事
、
一
九
六
九
年
、
三
二
頁
）
。

（
22
）
勤
続
年
数
の
短
さ
は
近
江
商
人
の
み
の
特
徴
で
は
な
く
、
大
店
商
家
の
通 

　
　

例
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
三
井
京
本
店
で
も
同
傾
向
で
あ
っ
た
（
西
坂
靖
『
三 

　
　

井
越
後
屋
奉
公
人
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
一 

　
　

頁
）
。

（
23
）
宮
本
又
郎
「
日
本
型
企
業
経
営
の
起
源
」
宮
本
又
郎
他
編
『
日
本
経
営
史
』 

　
　

有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
、
六
五
頁
な
ど
。

（
24
）
上
村
前
掲
『
近
江
商
人
の
経
営
史
』
五
九
二
～
五
九
九
頁
。「
首
尾
よ
く
暇
」 

　
　

は
一
定
の
年
数
を
勤
め
あ
げ
元
手
銀
を
支
給
さ
れ
た
円
満
退
職
者
、
「
暇 

　
　

願
」
は
相
続
な
ど
の
た
め
に
や
め
る
者
、
「
暇
」
は
不
正
に
よ
る
解
雇
や 

　
　

勝
手
に
や
め
る
場
合
で
あ
る
（
千
本
暁
子
「
内
部
労
働
市
場
の
形
成
と
継 

　
　

承
」『
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
日
本
企
業
の
経
営
行
動
一　

日
本
的
経
営
の
生
成
と 

　
　

発
展
』
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
、
一
五
六
頁
）。「
暇
」
の
な
か
に
は
、
後
述 

　
　

の
よ
う
な
積
極
的
退
職
事
例
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

（
25
）
西
坂
靖
「
商
家
の
大
経
営
」
『
講
座
日
本
経
営
史
一　

経
営
史
・
江
戸
の
経 

　
　

験
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
一
一
九
頁
。
谷
本
雅
之
編
著 
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『
日
本
経
済
の
比
較
史
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
二
四
年
、
二
六
一 

　
　

～
二
六
二
頁
。

（
26
）
た
だ
し
、
商
家
の
奉
公
人
教
育
は
、
そ
の
商
家
に
し
か
通
用
し
な
い
特
殊 

　
　

な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
一
般
的
な
人
的
資
本
形
成
の
点 

　
　

か
ら
は
、
そ
の
点
で
は
制
約
も
あ
っ
た
。

（
27
）
近
江
か
ら
の
他
国
商
家
へ
の
奉
公
人
は
、
京
都
を
中
心
に
多
か
っ
た
。
た 

　
　

と
え
ば
、
三
井
京
本
店
の
場
合
、
一
七
一
九
年
か
ら
一
八
六
六
年
に
入
店 

　
　

し
た
奉
公
人
の
出
身
地
割
合
は
、
京
都
（
六
〇
％
）
、
近
江
（
一
四
％
）
、 

　
　

伊
勢
（
七
％
）
で
あ
っ
た
（
西
坂
前
掲
『
三
井
越
後
屋
奉
公
人
の
研
究
』 

　
　

一
〇
二
頁
）
。
伊
勢
商
人
の
三
井
家
で
も
、
近
江
出
身
の
奉
公
人
は
伊
勢 

　
　

出
身
者
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
28
）
独
立
開
業
に
歩
む
こ
と
に
成
功
し
た
積
極
的
退
職
例
を
あ
げ
る
と
、
竹
村 

　
　

茂
兵
衛
（
一
七
三
二
～
一
八
一
三
年
）
が
い
る
。
蒲
生
郡
の
貧
し
い
農
家 

　
　

か
ら
大
阪
の
商
家
に
奉
公
に
出
て
、
そ
こ
で
読
み
書
き
算
盤
や
商
業
の
基 

　
　

本
を
学
び
、
の
ち
に
下
野
国
に
お
い
て
醤
油
醸
造
業
で
成
功
し
た
（
『
史 

　
　

料
』
明
ふ
五
二
）
。
竹
村
茂
兵
衛
は
郷
里
で
独
立
開
業
し
た
わ
け
で
は
な 

　
　

か
っ
た
が
、
商
家
の
教
育
的
機
能
を
示
す
事
例
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う 

　
　

か
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
商
家
退
職
者
の
そ
の
後
を
定
量
的
に
確
認
す
る 

　
　

の
は
、
資
料
的
に
容
易
で
は
な
い
。

（
29
）
週
刊
朝
日
編
『
値
段
史
年
表　

明
治
大
正
昭
和
』
朝
日
新
聞
社
、 

　
　

一
九
八
八
年
な
ど
。

（
30
）
五
〇
町
歩
以
上
大
地
主
名
簿
に
つ
い
て
は
、
『
五
十
町
歩
以
上
ノ
大
地
主 

　
　

ニ
関
ス
ル
調
査
』
農
商
務
省
農
務
局
、
一
九
二
一
年
（
農
業
発
達
史
調
査 

　
　

会
編
『
日
本
農
業
発
達
史
』
七
、
中
央
公
論
社
、
一
九
五
五
年
、
七
五
七 

　
　

～
七
五
八
頁
）
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
耕
地
所
有
戸
数
全
体
に
占
め
る 

　
　

一
〇
町
以
上
所
有
戸
数
割
合
を
道
府
県
別
に
算
出
す
る
と
（
一
九
二
五 

　
　

年
）
、
最
小
第
一
位
の
沖
縄
県
（
〇
・
〇
六
％
）
に
次
ぎ
、
滋
賀
県
は
第
二
位　

 

　
　

（
〇
・
一
九
％
。
全
国
平
均
は
〇
・
四
九
％
）
で
あ
る
（
『
大
正
一
四
年
第
二　

 

　
　

次
農
林
省
統
計
表
』
農
林
大
臣
官
房
統
計
課
、
一
九
二
六
年
）
。
滋
賀
県 

　
　

は
大
地
主
が
僅
少
の
地
域
で
あ
っ
た
。

（
31
）
以
上
、『
近
江
麻
布
史
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
五
年
な
ど
。
ち
な
み
に
、 

　
　

江
戸
期
に
近
江
商
人
と
並
び
称
さ
れ
た
伊
勢
商
人
は
、
近
江
商
人
と
は
対 

　
　

照
的
に
、
江
戸
後
期
以
降
そ
の
勢
力
は
停
滞
的
乃
至
下
り
坂
で
あ
っ
た
。 

　
　

前
述
の
『
全
国
五
十
万
円
以
上
資
産
家
表
』
の
三
重
県
に
登
場
す
る
伊
勢 

　
　

商
人
は
、
松
阪
の
小
津
家
、
長
谷
川
家
、
津
の
田
中
家
、
川
喜
田
家
の
四 

　
　

家
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
要
因
は
、
①
伊
勢
商
人
が
扱
っ
て
い
た
松
阪
木
綿 

　
　

が
他
国
産
木
綿
と
の
競
争
の
な
か
寛
政
期
を
ピ
ー
ク
に
勢
い
を
落
と
し
て 

　
　

い
っ
た
こ
と
、
②
木
綿
商
売
の
伊
勢
商
人
は
出
先
が
江
戸
・
日
本
橋
界
隈 

　
　

に
集
中
し
て
い
た
の
に
対
し
、
近
江
商
人
が
「
諸
国
産
物
廻
し
」
商
法
で 

　
　

全
国
を
商
場
に
し
て
い
た
こ
と
、
が
大
き
い
。
次
節
で
述
べ
る
麻
布
を
は 

　
　

じ
め
、
蚊
帳
・
縮
緬
・
綿
縮
な
ど
の
地
場
産
業
が
明
治
以
降
も
興
隆
を
持 

　
　

続
し
た
こ
と
は
、
近
代
滋
賀
県
経
済
に
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
た 

　
　

（
伊
勢
商
人
に
つ
い
て
は
、
北
島
正
元
編
著
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
：
木
綿 

　
　

問
屋
長
谷
川
家
の
経
営
を
中
心
と
し
て
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
、 

　
　

後
藤
隆
之
『
伊
勢
商
人
の
世
界
：
経
済
と
文
化
』
三
重
県
良
書
出
版
会
、 

　
　

一
九
九
〇
年
、
加
藤
秀
俊
他
編
纂
『
人
づ
く
り
風
土
記
：
全
国
の
伝
承
江 

　
　

戸
時
代
：
聞
き
書
き
に
よ
る
知
恵
シ
リ
ー
ズ
二
四　

三
重
』
農
山
漁
村
文 

　
　

化
協
会
、
一
九
九
二
年
を
参
照
）
。

（
32
）
前
掲
『
滋
賀
県
実
業
要
覧
』
。

（
33
）
内
閣
統
計
局
編
『
第
三
二
回
（
明
治
四
四
年
）
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
東 

　
　

京
統
計
協
会
、
一
九
一
四
年
、
一
九
六
頁
。

（
34
）
中
村
耀
『
繊
維
の
実
際
知
識
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
二
頁
。
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（
35
）『
滋
賀
県
統
計
全
書
』
滋
賀
県
、
各
年
。

（
36
）
苧
績
み
と
は
、
大
麻
や
苧
麻
の
皮
を
は
ぎ
、
こ
れ
を
細
く
割
き
、
そ
れ
を　

 

　
　

つ
な
い
で
糸
に
す
る
作
業
で
あ
る
（
川
村
隆
一
「
近
江
上
布
」
『
繊
維
と
工 

　
　

業
』
六
一(
九)

、
二
〇
〇
五
年
、
二
三
頁
な
ど
）
。

（
37
）
前
掲
『
滋
賀
県
実
業
要
覧
』
四
〇
頁
。

（
38
）『
麻
布
』
近
江
麻
布
同
業
組
合
事
務
所
、
刊
行
年
不
詳
（
一
九
一
七
年
頃
）
、 

　
　

七
頁
（
滋
賀
県
麻
織
物
工
業
協
同
組
合
所
蔵
）
。

（
39
）
松
井
隆
編
『
麻
紡
績
と
其
乃
織
物
』
新
潟
県
麻
織
物
試
験
場
、
一
九
二
六 

　
　

年
、
八
七
頁
、
二
九
三
頁
。

（
40
）『
滋
賀
県
統
計
全
書
』
滋
賀
県
、
各
年
。

（
41
）『
明
治
三
一
年
滋
賀
県
統
計
全
書
』
滋
賀
県
、
一
九
〇
〇
年
。

（
42
）
明
治
期
ま
で
は
犬
上
郡
高
宮
（
中
山
道
宿
場
町
）
に
有
力
な
産
地
問
屋
が 

　
　

多
か
っ
た
。
近
江
麻
布
が
高
宮
布
と
呼
ば
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。 

　
　

な
お
、縞
絣
用
経
糸
な
ど
先
染
め（
機
織
り
前
に
染
色
）す
る
も
の
も
あ
る
。

（
43
）
以
上
、
前
掲
『
滋
賀
県
実
業
要
覧
』
二
一
～
四
一
頁
、
江
頭
恒
治
「
明
治
以 

　
　

降
の
高
宮
布
」
『
彦
根
論
叢
』
六
三
，
一
九
六
〇
年
、
一
～
七
頁
、
江
頭 

　
　

前
掲
『
江
州
商
人
』
一
三
六
～
一
四
二
頁
、
前
掲
『
近
江
麻
布
史
』
一
八
八 

　
　

～
一
九
六
頁
、
二
〇
〇
～
二
五
七
頁
、
川
村
前
掲
「
近
江
上
布
」
な
ど
。

（
44
）
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
〇
八
年
の
四
年
間
合
計
の
麻
布
月
別
生
産
量
割
合 

　
　

を
み
る
と
、
一
月
八
％
、
二
月
一
三
％
、
三
月
一
五
％
、
四
月
一
三
％
、 

　
　

五
月
一
三
％
、
六
月
六
％
、
七
月
四
％
、
八
月
三
％
、
九
月
六
％
、
一
〇 

　
　

月
八
％
、
一
一
月
六
％
、
一
二
月
六
％
と
な
る
（
『
近
江
麻
布
統
系
表
』
田 

　
　

附
商
店
、
刊
行
年
不
詳
（
一
九
〇
八
年
頃
）
、
滋
賀
県
麻
織
物
工
業
協
同
組 

　
　

合
所
蔵
）
。

（
45
）
農
商
務
省
商
工
局
『
各
府
県
輸
出
重
要
品
調
査
報
告
』
一
九
〇
八
年
、 

　
　

二
七
六
頁
。
加
用
信
文
監
修
『
日
本
農
業
基
礎
統
計
』
農
林
統
計
協
会
、 

　
　

一
九
七
七
年
、
五
四
六
頁
。

（
46
）『
勧
業
掛
書
類
（
大
臣
巡
視
に
係
る
状
況
調
査
書
）
』
明
て
六
一
。

（
47
）
有
本
寛
・
坂
根
嘉
弘
「
日
本
農
業
と
農
村
問
題
」
深
尾
京
司
・
中
村
尚
史
・ 

　
　

中
林
真
幸
編
集
『
岩
波
講
座
日
本
経
済
の
歴
史
四　

近
代
二
』
岩
波
書
店
、 

　
　

二
〇
一
七
年
、
一
五
六
頁
。
信
用
組
合
は
、
産
業
組
合
法
（
一
九
〇
〇
年
） 

　
　

に
よ
る
産
業
組
合
四
種
事
業（
信
用
、販
売
、購
買
、利
用
）の
一
つ
で
あ
る
。

（
48
）『
大
正
四
年
滋
賀
県
産
業
組
合
要
覧
』
滋
賀
県
内
務
部
、
一
九
一
六
年
。

（
49
）『
昭
和
一
五
年
滋
賀
県
産
業
組
合
要
覧
』
滋
賀
県
経
済
部
、
一
九
四
二
年
、 

　
　

四
～
五
頁
。加
藤
譲『
農
業
金
融
論
』明
文
書
房
、一
九
八
四
年
、一
五
五
頁
。

（
50
）滋
賀
県
預
貯
金
市
場
に
お
け
る
信
用
組
合
の
位
置
を
み
る
と
、
①
信
用
組　

 

　
　

合
、
②
普
通
銀
行
・
貯
蓄
銀
行
、
③
郵
便
貯
金
の
合
計
額
に
占
め
る
そ
れ 

　
　

ぞ
れ
の
割
合
は

(

一
九
三
二
年
末
現
在
）
、
①
二
九
％
、
②
四
六
％
、
③ 

　
　

二
五
％
で
あ
る
。
全
国
平
均
は
、
①
八
％
、
②
七
二
％
、
③
二
〇
％
で
あ 

　
　

っ
た
（
『
行
幸
啓
』
昭
か
五
。
『
金
融
事
項
参
考
書
』
大
蔵
省
。
『
産
業
組
合 

　
　

要
覧
』
農
林
省
）
。
滋
賀
県
信
用
組
合
の
預
貯
金
市
場
に
占
め
る
位
置
が
、 

　
　

極
め
て
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
51
）『
明
治
大
正
国
勢
総
覧
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
二
七
年
、
一
三
一
頁
。

（
52
）こ
こ
で
取
り
上
げ
た
貯
金
残
高
や
利
率
の
デ
ー
タ
は
、
大
正
期
の
も
の
で 

　
　

あ
る
。
明
治
後
期
の
統
計
が
と
れ
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
が
、
明
治
後
期
は 

　
　

い
ま
だ
調
査
産
業
組
合
数
が
少
な
く
、
調
査
対
象
に
な
っ
た
産
業
組
合
の 

　
　

個
性
に
よ
る
バ
イ
ア
ス
が
大
き
い
た
め
検
討
が
難
し
い
。
ま
た
、
日
本
勧 

　
　

業
銀
行
調
査
課
に
よ
る
個
人
間
貸
借
普
通
利
率
は
一
九
一
二
年
か
ら
し
か 

　
　

統
計
が
な
い
。

（
53
）
梅
村
又
次
他
著
『
長
期
経
済
統
計
一
三　

地
域
経
済
統
計
』
東
洋
経
済
新
報 

　
　

社
、
一
九
八
三
年
、
二
四
六
頁
、
二
四
八
～
二
五
一
頁
。
米
食
率
は
人 

　
　

民
常
食
（
米
・
麦
・
雑
穀
・
甘
藷
な
ど
）
に
し
め
る
米
食
の
比
率
。
ち
な
み
に
、 
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一
八
八
九
年
の
滋
賀
県
調
査
に
よ
る
と
、
米
食
率
（
県
平
均
）
は
六
四
％ 

　
　

で
あ
る
（
『
滋
賀
県
農
商
工
要
覧
』
明
お
六
八
）
。

（
54
）『
道
府
県
に
於
け
る
主
要
食
糧
の
消
費
状
況
の
変
遷
』
農
林
省
米
穀
局
、 

　
　

一
九
三
九
年
、
四
二
～
四
三
頁
。
蘿
蔔
は
大
根
の
漢
名
。

（
55
）
地
域
の
事
情
に
も
よ
る
が
、
一
般
的
に
は
、
所
得
と
米
食
率
の
高
さ
と
は 

　
　

相
関
す
る
。

（
56
）
梅
村
又
次
他
著
『
長
期
経
済
統
計
二　

労
働
力
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九 

　
　

八
八
年
、
二
四
頁
。

（
57
）『
第
一
五
回
（
明
治
三
四
年
）
陸
軍
省
統
計
年
報
』
陸
軍
省
、
一
九
〇
二
年
、 

　
　

六
九
～
八
一
頁
。
一
九
〇
一
年
当
時
の
大
津
聯
隊
区
は
、
滋
賀
県
全
域
と
三 

　
　

重
県
阿
山
郡
・
名
賀
郡
で
あ
る
。
な
お
、
全
国
一
少
な
い
の
は
福
島
聯
隊 

　
　

区
の
三
・
八
％
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（
58
）
山
口
和
雄
『
明
治
前
期
経
済
の
分
析
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
六
年
、 

　
　

二
二
一
～
二
二
二
頁
。

（
59
）『
京
都
府
統
計
書
』
に
は
「
雑
商
」
が
項
目
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。 

　
　

そ
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
雑
商
の
定
義
は
、
質 

　
　

商
、
古
着
・
古
道
具
・
古
金
子
・
時
計
の
売
買
商
で
あ
る
（
「
雑
商
取
締
規
則
」 

　
　

一
八
八
三
年
二
月
、
『
京
都
滋
賀
新
報
』
一
八
八
三
年
二
月
四
日
）
。

（
60
）
一
八
九
四
年
滋
賀
県
経
済
を
調
査
し
た
調
査
書
は
、
滋
賀
農
民
の
農
間
余　

 

　
　

行
は
商
業
が
普
通
で
、
「
大
農
」
は
他
府
県
に
支
店
を
開
設
し
、
「
小
農
」 

　
　

は
行
商
に
出
て
、
余
業
の
利
益
は
本
業
の
数
倍
に
達
し
、
滋
賀
県
民
は
他 

　
　

府
県
に
比
べ
数
倍
の
貯
蓄
を
し
て
い
る
、
と
報
告
し
て
い
る
（
加
藤
昇
一
郞 

　
　

『
物
産
視
察
員
復
命
書
：
米
麦
及
び
普
通
農
事
部
』
栃
木
県
、
一
八
九
四
年
、　
　

 

　
　

二
三
頁
）
。

（
61
）
前
掲
『
明
治
四
三
年
滋
賀
県
統
計
全
書
』
。
農
商
務
大
臣
官
房
統
計
課
編
『
大 

　
　

正
一
二
年
工
場
統
計
表
』
統
計
学
社
、
一
九
二
四
年
。

（
62
）『
大
正
一
〇
年
滋
賀
県
統
計
全
書
』
滋
賀
県
、
一
九
二
三
年
。

（
63
）
前
掲
『
滋
賀
県
産
業
要
覧
』
一
八
九
～
一
九
一
頁
。
『
滋
賀
県
統
計
全
書
』 

　
　

滋
賀
県
、
各
年
。

（
64
）『
大
正
六
年
度
近
江
麻
布
同
業
組
合
業
務
成
績
報
告
書
』
（
前
掲
『
近
江
麻　
　
　

 

　
　

布
史
』
二
六
〇
～
二
六
一
頁
）
。

（
65
）『
昭
和
一
二
年
度
近
江
麻
布
同
業
組
合
業
務
成
績
』（
『
米
利
用
資
源
』
昭
た 

　
　

五
四
六
）
。
前
掲
『
近
江
麻
布
史
』
三
二
三
頁
。
川
村
前
掲
「
近
江
上
布
」 

　
　

二
四
頁
。

（
66
）
前
掲
『
滋
賀
県
産
業
要
覧
』
二
二
五
～
二
二
六
頁
。
『
高
島
織
物
史
』
高
島 

　
　

織
物
工
業
協
同
組
合
、
一
九
七
五
年
、
一
六
頁
。
『
滋
賀
県
統
計
全
書
』
滋 

　
　

賀
県
、
各
年
。

（
67
）
前
掲
『
滋
賀
県
実
業
要
覧
』
。
『
大
正
一
四
年
滋
賀
県
統
計
全
書
』
滋
賀
県
、 

　
　

一
九
二
七
年
。
綿
縮
で
は
、
一
九
一
〇
年
か
ら
力
織
機
（
一
〇
台
）が
導
入
さ 

　
　

れ
る
（
前
掲
『
明
治
四
三
年
滋
賀
県
統
計
全
書
』
。
前
掲
『
高
島
織
物
史
』 

　
　

六
一
頁
）
。
滋
賀
県
の
地
場
産
業
（
織
物
業
）
の
中
で
は
早
い
。

　
　

（
さ
か
ね
・
よ
し
ひ
ろ
／
広
島
修
道
大
学
教
授
、
広
島
大
学
名
誉
教
授
）
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